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流通科学研究科セミナー
第４回流通科学研究所国際セミナー



わがゼミ案内�
Welcome to Our Seminar
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古
相
ゼ
ミ
は
、
文
学
・
国
語
を
テ
ー
マ
に
し
た

ゼ
ミ
で
す
。
３
、
４
年
の
２
年
間
を
か
け
て
、
学

生
自
ら
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
を
研
究
し
ま
す
。
３

年
前
期
で
論
文
の
読
み
方
な
ど
研
究
方
法
に
つ
い

て
学
び
、
テ
ー
マ
を
設
定
。
３
年
の
後
期
か
ら
は

早
速
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
の
発
表
が

始
ま
り
ま
す
。こ
の
日
は
、そ
れ
ぞ
れ
研
究
の
真
っ

最
中
で
あ
る
４
年
生
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
で
何
か
を
考
え

る
訓
練
が
足
り
な
い
」
と
、
学
生
た
ち
の
現
状
を

危
惧
す
る
古
相
先
生
。
ゼ
ミ
の
研
究
で
古
相
先
生

が
最
も
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
研
究
テ
ー
マ
を

学
生
自
ら
に
決
め
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

「
言
わ
れ
て
動
く
の
で
は
な
く
、
自
分
が
し
た

い
こ
と
は
何
な
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
課
題
が
解
決

す
る
の
か
、
き
ち
ん
と
考
え
ら
れ
る
人
間
に
な
っ

て
欲
し
い
の
で
す
」
と
、
言
葉
に
力
が
こ
も
り
ま

す
。特

に
人
気
が
高
い
テ
ー
マ
は
「
絵
本
研
究
」。

実
習
を
通
じ
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
、
絵
本

の
魅
力
の
大
き
さ
を
実
感
す
る
学
生
が
多
い
の
で

す
。
作
品
や
作
家
に
つ
い
て
の
研
究
か
ら
、
実
際

の
保
育
現
場
で
活
き
る
読
み
聞
か
せ
、
子
ど
も
に

と
っ
て
の
良
い
絵
本
と
は
何
か
な
ど
、
一
人
一
人

が
、
様
々
な
切
り
口
で
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
学
に
限
ら
ず
、
学
生
自
身
が
本
当
に

研
究
し
た
い
こ
と
を
研
究
さ
せ
て
く
れ
る
の
も
古

相
ゼ
ミ
の
特
徴
で
す
。
過
去
に
は
、
食
育
に
つ
い

て
研
究
し
た
学
生
も
い
ま
す
。「
私
の
専
門
で
な

く
て
も
、
学
内
に
は
相
談
で
き
る
専
門
家
は
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
何
よ
り
、
学
生
が
本
当
に
研
究
し

た
い
テ
ー
マ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。」

と
、
学
生
の
希
望
を
最
優
先
に
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
ど
う
し
て
も
テ
ー
マ
が
決
ま
ら
な
い
学
生

に
は
、
授
業
時
間
を
使
っ
て
ゼ
ミ
生
皆
で
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
も
。

そ
ん
な
古
相
先
生
は
、
ゼ
ミ
生
た
ち
に
と
っ
て

は
お
父
さ
ん
の
よ
う
な
存
在
で
す
。「
先
生
は
私

た
ち
一
人
一
人
の
こ
と
を
よ
く
分
か
っ
て
く
れ
、

的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
ま
す
」
と
は
、
ゼ
ミ

生
の
言
葉
。
研
究
だ
け
で
な
く
、
実
習
で
悩
ん
だ

際
に
も
「
人
や
場
所
に
よ
っ
て
、
評
価
さ
れ
る
部

分
は
変
わ
る
。
自
分
を
責
め
ず
、
臨
機
応
変
に
対

応
す
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
」
と
の
言
葉
に
勇
気
付
け

ら
れ
た
そ
う
で
す
。

ゼ
ミ
生
た
ち
の
将
来
の
目
標
は
、
保
育
士
や
幼

稚
園
教
諭
な
ど
、
小
さ
な
子
ど
も
を
預
か
る
仕
事
。

日
本
の
将
来
を
支
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
、
重
要
な
立
場
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
古

相
先
生
は
「
難
し
い
こ
と
で
も
き
ち
ん
と
考
え

ろ
」
と
教
え
ま
す
。

力
強
く
「
毎
日
、
自
分
で
何
を
す
る
の
か
決
め

ら
れ
る
仕
事
が
し
た
い
」
と
い
う
ゼ
ミ
生
た

ち
に
は
、
古
相
先
生
の
気
持
ち
が
し
っ

か
り
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

日本の将来を支えるのは
君たちだ！
研究を通じて「考える力」を育て、

人材育成を

WAGAZEMI DATA

人間発達学部 人間発達学科

古相ゼミ

３年生女子１０人、
４年生女子１２人

ふる そう まさ み

古相 正美 教授

◎プロフィール

福岡県宮若市出身。９４年
より本学で教鞭を執り、０４
年４月から人間発達学部教
授に。専門は近世文学（国
学・和歌）、現代絵本。著書
に『多田義俊南嶺の研究』
（勉誠出版・００年２月）が
ある。プライベートでは０
歳～小学校２年生まで、３
女２男の父親。
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（古相先生の口癖）
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中村学園大学は財団法人大学基準
協会の大学評価（認証評価）に申
請し、２００８（平成２０）年３月、同
協会の定める大学基準に適合して
いるとの認定を受けました。
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平
成
２０
年
１０
月
に
発
足
し
た「
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
」が
、平
成
２１
年
度
の
親
子
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。こ
の
取
組
み
は
、５
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
計
４
日
間
、地
域
の
親
子（
歩
き
始
め
〜
２
歳

児
）を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。第
１
日
目
は

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、２
〜
４
日
目
は

ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
と
楽
し
そ
う
に
遊
ぶ

子
ど
も
た
ち

第
２
日
目
の
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
で
は
、
人
間
発

達
学
部
の
田
中
浩
子
教
授
の
指
導
で
運
動
遊
び
を

行
い
ま
し
た
。
お
馬
の
親
子
な
ど
の
童
謡
に
合
わ

せ
て
、
お
母
さ
ん
の
膝
の
上
や
背
中
に
子
ど
も
を

乗
せ
て
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
と
り
な
が
ら
遊
ぶ
な
ど
、

親
子
で
目
を
見
つ
め
あ
い
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

第
３
日
目
は
、
人
間
発
達
学
部
の
中
野
隆
二
准

教
授
の
指
導
で
、
お
絵
か
き
を
行
い
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、
壁
に
置
か
れ
た
大
き
な
画
用
紙
に
、

な
ぐ
り
が
き
で
思
い
お
も
い
の
絵
を
か
く
な
ど
、

お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
い
時
間
を
す
ご
し

た
よ
う
で
し
た
。

第
４
日
目
は
、
人
間
発
達
学
部
の
福
田
伸
光
教

授
が
レ
ク
チ
ャ
ー
を
担
当
し
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
な

ど
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
を
ピ
ア
ノ
で
演
奏
し
み
ん
な
で

楽
し
み
ま
し
た
。
映
画
「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」
の

テ
ー
マ
曲
が
演
奏
さ
れ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
も
手

を
た
た
き
な
が
ら
喜
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い
る
人
間
発
達
学

部
の
学
生
は
「
子
ど
も
も
そ
う
で
す
が
、
お
母
さ

ん
方
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
将
来
保
育
士
に

な
る
た
め
の
学
び
に
な
り
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
の
お
母
さ
ん
か
ら
は
「
家
の
中

で
で
き
る
遊
び
を
教
え
て
も
ら
っ
て
父
子
の
遊
び

も
増
え
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
」
な
ど
と
、
支

援
効
果
が
感
じ
ら
れ
る
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

学
習
・
教
育
型
支
援
で

地
域
貢
献

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
育
・
教
育
支
援
部
で

は
、
中
村
学
園
大
学
が
長
年
培
っ
て
き
た
保
育
の

力
を
生
か
し
た
地
域
貢
献
を
行
っ
て
い
ま
す
。
行

政
が
行
う
居
場
所
・
交
流
型
支
援
に
対
し
て
、
学

習
・
教
育
型
の
支
援
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

「
親
子
教
室
」
も
そ
の
取
組
み
の
一
環
で
す
。

親
子
教
室
世
話
人
の
人
間
発
達
学
部
・
佐
々
木

美
智
子
教
授
は
、「
昔
は
親
だ
け
で
な
く
、
兄
姉
、

祖
父
母
、
地
域
な
ど
、
重
層
的
な
子
育
て
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
代
社
会
で
は
母
子
二
人
き

り
の
子
育
て
が
増
え
、
子
ど
も
の
発
達
に
関
す
る

学
習
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
親
育

ち
・
子
育
ち
支
援
や
現
場
の
保
育
士
へ
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
な
ど
、
大
学
の
資
源
を
活
用
し
た
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

付属幼稚園
園長だより

「親離れの第一歩、おとまり保育」
あさひ幼稚園 園長 井上 寛七

あさひ幼稚園では、年長組になる
と７月にセミナーハウス「ほくさ
ん」で行う一泊二日の「おとまり保
育」に全員参加します。子どもたち
は、初めて両親のもとを離れ、二日
間、友達や先生、お手伝いのスタッ
フだけの日常の生活と全く違う環境
で時間を過ごします。セミナーハウ
スは、北山ダムの近くの山の自然の
中にあり、近くにはダム湖や、昆虫
などが生息する豊かな林に囲まれて
います。この自然の中での様々な体
験、仲間や先生方とのふれあいを通
して子どもたちは毎年目を見張るよ
うな成長を見せてくれます。
不安でいっぱいの入所式、自分の
荷物を整理してさっそく野外活動へ。
すぐにトンボやバッタを見つけて追
いかけ、草むらでは次々に虫を見つ
けては立ち止まり、並んで歩いてい
た列もいつのまにか離れ離れになっ
ています。
湖の吊り橋を渡るのも、虫やカエ
ルをつかむのも勇気がいる。グルー
プの仲間に助けられたり、励まされ
たりしながら子どもたちはチャレン
ジし、新しい体験をします。子ども
たちにとってそれはどんなに楽しい
ことでしょう。
食事はセルフサービス、自分の食
べるものを自分で運びます。キャン
プファイヤー、歌を歌ったり、星を
観たり、火の神様の出現や花火に大
喜び。先生方やスタッフの学生の皆
さんの心のこもった準備のおかげで
す。大きなお風呂にも一緒に入りま
す。そして就寝、眠りに就くまでの
暗い夜は子どもたちにとってどれほ
ど怖くて不安な時間でしょうか。
子どもたちは、両親から離れ、始
め不安や怖さを感じながらも仲間や
先生との楽しい時間の中で不安を克
服し、自らの力で行動することを覚
えます。
支えていただいている大学の先生
方、学生たちの大きな協力に感謝し
て、あさひ幼稚園は「おとまり保
育」をこれからも大切にしていきた
い。

学
習
・
教
育
型
の
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

「
親
子
教
室
」を
開
催

人間発達学部人間発達学科教授。

担当科目は児童福祉、介護実習

他。

研究分野は家族社会学、子育て

支援、思春期の発達、非行。

◎親子教室について

親子密着の乳児期に対し、就園

前の２歳児は運動機能や探索活

動が活発になるので、親の手か

ら離れて外に向う子どもの育ち

と、親支援は重要なんです。

「親子教室」担当
佐々木美智子教授
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流通科学研究科セミナー 開催

平成２１年５月１９日、本学・西２号館において、大学院流通科学研究科

セミナーを開催いたしました。平日の開催にもかかわらず、１３１名の方々

にご参集いただきました。

このセミナーは、大学院生の教育の一環としてビジネスの実際に触れ

る機会を提供するために、企業、地域の皆様にもご案内し、地域貢献事

業の一貫として年に２回開催しています。

今回は、インドのジャワハルラル・ネール大学のプレム・モトワニ教

授を講師にお招きし、ご講演いただきました。

モトワニ教授はインドにおける日本語教育・日本思想研究等の第一人

者であり、過去に大阪外国語大学や東京大学にも留学したご経験をおも

ちです。「インドの人が、日本語や日本近代史を日本語で教える初めて

の研究者」というモトワニ先生の自己紹介はとても印象的でした。流暢

な日本語によるお話は、参加者にとても分かりやすく、非常に貴重な講

演となりました。

第４回流通科学研究所国際セミナー 開催

平成２１年６月２６日、本学・西２号館において、第４回流通科学研究所
国際セミナーを開催いたしました。流通科学研究所は、西日本における
流通科学研究及び教育の拠点として、地域社会に貢献していくことを目
指しています。
今回は、共通テーマを「世界同時不況下のアジアの食品流通の変化～

日中韓の影響と課題～」と銘打ち、中国・韓国の食品流通分野の著名な
研究者を招待して講演を行いました。当日は各界から２０３名の方々にご
参集いただき、各講演について多くの質問がなされ、活発な国際セミナー
となりました。

テーマ

第１部 海外における日本ビジネスの人材
育成の問題点～インドのケース～

第２部 遺跡にみるデリー
講 師

インド ジャワハルラル・ネール大学
教授 プレム・モトワニ 氏

共通テーマ

世界同時不況下のアジアの
食品流通の変化
～日中韓の影響と課題～

テーマ

不況下の日本の食品流通の変化と課題
講 師

中村学園大学 流通科学研究所長
教授 甲斐 諭

テーマ

不況下の中国の食品流通の変化と課題
講 師

中国人民大学 商学院 貿易学系主任
教授 馬 龍龍 氏

テーマ

不況下の韓国の食品流通の変化と課題
講 師

韓国農村振興庁
農業経営情報官室・農産物流通研究室
農業研究士 魏 台錫 氏
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高
校
の
時
か
ら
保
育
士
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
小
さ
な
子

ど
も
が
大
好
き
な
の
で
、
保
育
士
な
ら
頑

張
っ
て
や
っ
て
い
け
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

保
育
士
に
な
る
な
ら
、
中
村
に
行
こ
う
と
思

い
進
学
を
決
め
ま
し
た
。
卒
業
後
は
短
大
時

代
に
仲
が
良
か
っ
た
友
人
も
み
な
、
保
育
士

に
な
っ
て
い
ま
す
。

香
椎
浜
保
育
園
で
働
き
始
め
た
１
年
目
は

４
歳
児
、
２
年
目
は
１
歳
児
、
３
年
目
に
な

る
今
年
は
０
歳
児
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

０
歳
児
の
担
当
に
な
っ
て
す
ぐ
は
、
首
が
す

わ
っ
て
い
な
い
子
な
ど
、
だ
っ
こ
す
る
の
が

怖
く
、
保
育
園
に
通
い
は
じ
め
て
慣
れ
な
く

て
泣
き
叫
ぶ
子
も
お
り
、
な
か
な
か
大
変
で

し
た
。
で
も
、Ｇ
Ｗ
が
明
け
る
頃
に
は
、今
ま

で
の
泣
き
叫
び
が
う
そ
の
よ
う
に
、
に
こ
っ

と
笑
う
よ
う
に
な
る
ん
で
す
よ
。

ひ
と
り
ひ
と
り
の
ペ
ー
ス
に
あ
わ

せ
て
、ミ
ル
ク
を
あ
げ
た
り
、お
む

つ
を
換
え
た
り
、
遊
ん
だ
り
と
目

が
離
せ
ま
せ
ん
が
、
あ
る
日
突
然
、

今
ま
で
ハ
イ
ハ
イ
だ
っ
た
子
が
急

に
歩
き
出
し
た
り
、
寝
返
り
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
と
日
々
の

子
ど
も
の
成
長
が
と
て
も
嬉
し
く

感
じ
ら
れ
る
の
で
、
今
と
て
も
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
２
歳

児
ま
で
は
体
調
を
崩
す
の
が
一
番

怖
い
の
で
、
寝
た
時
間
、
排
便
の

時
間
や
状
態
、
ミ
ル
ク
の
時
間
な

ど
連
絡
ノ
ー
ト
の
や
り
取
り
を
し

て
、
お
母
さ
ん
と
密
に
情
報
共
有

が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

留
学
会
館
近
く
の
保
育
園
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
外
国
人
の
お
子
さ
ん
が
多
い
の
も
特

徴
で
す
ね
。
外
国
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
は
、

料
理
教
室
で
料
理
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、

運
動
会
で
出
身
地
の
踊
り
を
踊
っ
て
も
ら
う

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
参
加
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
た
ち
の
交
流
に

も
役
立
っ
て
い
る
よ
う
で
す
よ
。

保
育
園
は
親
と
協
力
し
な
が
ら
望
ま
し
い

生
活
習
慣
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
と
こ
ろ
。

子
ど
も
た
ち
の
目
は
、
い
つ
も
私
の
背
中
を

見
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、
子
ど
も

と
一
緒
に
楽
し
く
活
動
で
き
る
よ
う
な
保
育

士
を
目
指
し
て
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

「普通のことが、普通にできる」これは素晴らしいこと！
明るく笑顔で“おはようございます”“失礼します”“ありがとうございま

す”こんな挨拶が出来ること、相手の話をきちんと聴けること、人を思いやり
労わることなどなど、特別な知識や技術がなくても意識を持って実行すればで
きること、言葉を変えると“普通のこと”が普通に（自然に）できる、これは
素晴らしいことだと、そう実感します。
働く職場は様々ですが、どんな職場でも、“普通のことが、普通に出来る”こ

れが大切ですし基本になります。逆に、普通のことが普通に出来ない人に、大
切な仕事・基幹となる仕事を任せるのは不安が出てきます。そしてこのことは
年齢や役職などとは直接関係しない能力で、学生の中にもこの魅力を持ってい
る人がたくさんいます。自分の魅力に気付いて更に磨きをかけていただきたい。

社会で活躍する卒業生インタビュー

はだしで走り回る
香椎浜保育園の子どもたち。
目指すのは、子どもと一緒に
楽しく活動できる保育士

72

就職課
コラム

今村 麻美さん 香椎浜保育園 保育士
平成１８年度中村学園大学短期大学部幼児保育科（現 幼児保育学科）卒業
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平成２０年度卒業生

就職
状況

就 職 課

大学97.9%短期大学部98.7%の大健闘�
文部科学省発表の「平成２０年度大学等卒業者の就職状況調査（４月１日現在）」によ

ると大学生の就職率は９５．７パーセント、短大生の就職率は９４．５パーセントでした。“就
職氷河期の再来”と報道される厳しい雇用環境がある中、本学学生は大健闘したと言え
るでしょう。
現在、「基本マナーが身についている学生」「在学中に何かに一生懸命チャレンジした

学生」が求められています。
日頃の生活習慣を見直し、早期に自分の進路を検討し準備することが大切です。

大 学

■流通科学科（就職決定率９６．９％）
●就職希望者１９６人／
就職決定者１９０人
就職決定率は昨年度と比べ

－１．１％と若干のマイナスで
す。就職先の業界としては、
卸小売業、製造業、情報通信
業、金融保険業が多く、全体
の約７割を占めています。職
種としては総合職での決定者
が最も多く、全体の約半数
（５３．７％）を占めています。
また、大学の求人で決定した
割合は全体の約２割（２３％）
で、多くは自己開拓（インター
ネット等）により決定してい
ます。

■人間発達学科 児童発達学専攻（就職決定率１００％）
●就職希望者２１人／
就職決定者２１人

就職決定者のうち約７割の学生が小学
校教員（１４名）を占めており、企業に約
２割（５名）、幼稚園に１名、施設の指
導員に１名が就職しています。この専攻
の多くは小学校教員を志望しています。
教員採用試験に合格した者は正規教員と
して採用されますが、それ以外に臨時登
録後に常勤講師、非常勤講師、特別支援
員として合計１７名が採用されています。

短期大学部

■幼児保育学科
（就職決定率９９．５％）

●就職希望者２０１人／就職決定者２００人

就職先で最も多い職種は、保育士（１２０名）
です。次いで幼稚園教諭（７０名）です。この保
育士と幼稚園教諭が全体の約９割を占めていま
す。企業には１０名が就職を決めています。保育
士は幼稚園教諭と比較して、雇用条件は臨時職
が多いのが特徴です。

■キャリア開発学科
（就職決定率９８．０％）

●就職希望者１４７人／就職決定者１４４人

就職決定率は昨年度と比べ－０．６％と若干の
マイナスです。以前は、短大生の独壇場であっ
た事務職に四大志向が高まっており、短大生に
とって不利な状況が進行しています。その中で
過半数が事務職に決定することができました。
平成１９年度は、金融機関の事務職決定者が
３２．９％でしたが、平成２０年度は約４割（３８．５％）
と増加しました。

■栄養科学科（就職決定率９８．４％）
●就職希望者１８７人／
就職決定者１８４人

就職希望者の約７割が専門職
に就職しています。専門職就職
決定者のうち約３割が委託給食
会社で最も多く、次いで病院が
約２割を占め、ドラッグストア
等を含む卸小売業、食品会社等
を含む製造業の順となっていま
す。（就職決定者に占める専門
職決定者の割合は平成１９年度：
６４．２％、平成２０年度：７０．１％）。
近年の傾向として、卸小売業に
就職する者が平成１８年度以前よ
りも増加していることが挙げら
れます。

■人間発達学科 幼児発達学専攻（就職決定率９８．３％）
●就職希望者１１７人／
就職決定者１１５人

就職先で最も多い職種は、幼稚園
教諭（５２名）です。次いで保育士（３８
名）です。この保育士と幼稚園教諭
が全体の８割を占めています。企業
には約２割（２４名）が就職を決めて
います。保育士は幼稚園教諭と比較
して、雇用条件は臨時職が多いのが
特徴です。

■食物栄養学科
（就職決定率９８．４％）

●就職希望者１２５人／就職決定者１２３人

昨年と大きな就職状況の変化はなく、就職希
望者の約７割が専門職に就職しています。専門
職就職決定者のうち、約４割が保育園・幼稚園
で最も多く、次いで委託給食会社となっていま
す（就職決定者に占める専門職決定者の割合は
平成１９年度：６８．８％、平成２０年度：７４．０％）。
保育園決定者の多いことが、本学科の特徴と言
えます。

※平成２１年４月３０日現在

72
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NDA（ナカムラダンスアソシエーション）は、毎週
月・水・金曜の週３回、１８時から２０時まで練習を行っ
ています。特に金曜日にはプロのダンサーとして活躍
中のCHALI 先生の指導が受けられるとあって、みん
な気合いが入っています。
１８時。まずは、輪になってストレッチからはじまり
ます。「ダンスを踊る上でストレッチは一番重要です。
ストレッチをきちんとしないと、身体が動きません」
と部長の足立由佳里さん。一見自由度が高く華やかに
見えるヒップホップダンスは、地道なストレッチや基
礎練習あってのものだと思い知らされます。身体がほ
ぐれたら、音楽に合わせて基礎練習を。CHALI 先生
のかけ声に合わせ、首、肩、腰、足、腕など独特の動
きをしていきます。身体が温まったら今度は、ダンス
のパートの練習に入ります。CHALI 先生の無駄な動
きが一切なくキレのあるダンスを見ながら（時には見
とれながら）、鏡に向かって各自自分の姿を確認して
ダンスを覚えていきます。
「ダンスはとにかく楽しいですし、自分を表現でき
ます。おとなしかった自分が、ダンスを通じて自分の
殻を破り、積極的になったんですよ」と笑顔で話す足
立さんは、高校の時からダンス部で大学に入ったら絶
対ダンスサークルに入ろうと決めていたそうです。
NDAのモットーは、「We Love Dance. We Love Music.
We Love NDA」。真剣にダンスに取り組んでいるから
こそ、笑顔が絶えない楽しいサークルであることが伝
わってきます。
博多どんたく、７大学合同での夏イベント、夏祭り
など活躍の場を広げつつあるNDA。踊っている人も
見る人も楽しめるダンスを期待しています。

NDA
（ナカムラダンスアソシエーション）
●部員数／７０名
●部 長／足立由佳里（人間発達学部３年生）

７０名もの大所帯のNDAは、みんな笑顔で
真剣にヒップホップダンスに取り組んでいま
す。ダンスを通じて自己表現することで、自信
が芽生えてくるようです。

72

ダ
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は
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く
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笑
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え
な
い
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で
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。
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中村学園三陽中学校�

ガンバリ評価入試�
　スタート！�

中村学園三陽中学校�

ガンバリ評価入試�
　スタート！�

中村学園三陽中学校�

ガンバリ評価入試�
　スタート！�

www.nakamura-sanyo.ed.jp

8/4
【火曜日

】�8/5
【水曜日

】� 10/3
【土曜日

】�

中村学園三陽中学校三つの基本�中村学園三陽中学校三つの基本�中村学園三陽中学校三つの基本�

中村学園三陽中学校はこんな中学校です！�

ガンバリ
�

評価入試
って�

何？�

誰もが、小学校６年間に一所懸命に頑張ったことが何か一つはあるのではないで
しょうか。そのガンバリを評価するのが、このガンバリ評価入試です。「大会で優
勝した」「段位を取った」も評価の対象ですが、「試合には負けたが３年間精一杯休
まず練習に励んだ」「学校を６カ年皆勤した」など様々なガンバリを評価します。
すなわち、テストの成績では評価できない皆さんの輝きを評価する入試です。

学力向上を図り、外部模試等を通してそれを確認していくことはもちろんですが、本校では、主に学力向上に
重きを置くいわゆる有名私立中学校とは性格を異にする私立中学校教育を目指します。

◎これらに加え、職場体験、臨海学校、社会科見学、田植え作業、ホームステイなど
数多くの行事を経験します。

進路選択が、多くの場合学業成績の優劣を基準になされる昨今、本校では、上記のような中学校時の原体験が
進路選択の基準となるような教育活動を行っていきます。

中村学園三陽中学校 福岡市西区今宿青木１０４２－３３
TEL０９２‐８８２‐６６１１ FAX０９２‐８８２‐４３８７

自然との共存
三陽の丘を訪ねてみてください。

沢山の木々と鳥のさえずりに囲まれ
ると共に、博多湾の素晴らしい眺望
を目の前にすることができます。こ
んな中で、自然観察はもちろん、天
体観測さらには農園で作物を育て収
穫する喜びを味わうことができます。
またきれいな空気を吸って運動に励
むこともできるでしょう。

三陽で、これができるようになりました！
何でも良いです。自分の得意技を

作りましょう。個々に目標を掲げ、
その達成に向けて努力をしましょう。
先生たちは、それぞれを応援します。
囲碁、マラソン、英会話、出席皆勤
…それとも鉄棒で逆上がり…また、
全員がギターを弾けるようになる、
こんなのも良いですね。

ガンバリ評価入試
有名大学等への進学実績にのみ重

きを置くことなしに、様々な個性を

持つ子どもたちの集団を形成する。

ガンバリ奨学生制度充実。

反復練習教材の導入
“分数計算ができない大学生”な

どと騒がれる中、基礎学力の徹底を

図るための反復練習を主体とした教

材を導入する。

給食の実施
“食の中村”の伝統を受け、食事

を教育活動の一環と考えることによ

り、“食育”の観点から子どもたち

の生活習慣を見直す。

夏休み宿題おまかせ
緑に囲まれた三陽の森で、宿題をやってしまおう。
算数・社会・習字・図工いろんな先生が待ってます。

第１回入試説明会
ガンバリ評価入試、ガンバリ奨学生制度に
ついて詳しく説明します。（詳細はHPで）。

生活習慣の確立
基礎学力の徹底

個性の多様化
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中 村 学 園 大 学

栄養科学部
１．募集学科・入学定員・募集人員

大学入試センター試験利用入学試験募集人員
後 期 日 程
３名

２．出願資格
試 験 入 学 選 考

�高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者および平成２２年３月卒業見込みの者。
�その他文部科学省令により、上記と同等以上の学力があると認定された者。

３．日程および選考科目
試 験 入 学 選 考

平成２２年２月２日�
１１：００～１２：００（６０分）

１３：００～１５：００（１２０分）

本学（福岡）・山口・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島
３科目の合計得点（各科目１００点、３００点満点）による。
平成２２年２月１２日�
※本学に掲示する。合格者のみ、合格通知を速達便にて送付するほか、電話・インター
ネット（携帯電話・パソコン）を利用した合否案内システム、本学公式ホームペー
ジでも行う。

※�．英語〔英語�・�〕
�．選択科目－下記の中から２科目を選択

◎国語〔国語総合（漢文を除く）〕 ◎数学〔数学�・�、数学Ａ〕
◎化学〔化学�・�〕 ◎生物〔生物�・�〕
●化学については「化学�」の全範囲、および「化学�」の第１部（物質の構造と化学平衡）
のみから出題（選択分野である第２部、第３部は除外）

●生物については「生物�」の全範囲、および「生物�」の第１部（生物現象と物質）のみ
から出題（選択分野である第２部、第３部は除外）

前 期 日 程
１５名

試 験 日平成２２年１月７日�～１月２２日�
�．英 語

�．選択科目

試験入学選考 募集人員

９８名

出 願 期 間

※試験科目

試 験 場
選 考 方 法

合格者発表

推薦入学選考募集人員
併 設 校
２０名以内

推 薦 入 学 選 考
�向学心が強く、本学の教育方針に賛同する者。
�調査書記載の「全体の評定平均値」が３．６以上の者。
�平成２２年３月高等学校若しくは中等教育学校卒業見込みの者で、学校長が推薦する者。
◎出願にあたって…合格の場合、必ず入学することを条件とする。

推 薦 入 学 選 考
平成２１年１１月１９日�

９：３０～１０：３０（６０分）
１１：１５～１２：１５（６０分）
１３：１５～

本学（福岡）
調査書、適性検査、小論文および面接による総合評価とする。なお、面接は学科の教育目的・目標に適合するか否かを重視する。

平成２１年１１月２７日�
※本学に掲示する。学校長および本人宛速達便にて通知するほか、電話・インターネッ
ト（携帯電話・パソコン）を利用した合否案内システムでも行う。

■高校時代の活動の中でも、次の６項目については推薦入学選考の際に特に考慮する。
	生徒会会長経験者 	文化活動の全国大会での優秀な成績保持者 	全国高校総体出場者
	ボランティア活動 	実用英語技能検定（英検）２級以上 	TOEFL４５０点以上

公 募 制
６４名

選 考 日平成２１年１０月３０日�～１１月１０日�
�．適性検査
�．小 論 文

．面 接

入 学 定 員

２００名

学 科

栄養科学科

出 願 期 間

選 考 科 目

選 考 場
選 考 方 法

合格者発表

人間発達学部
１．募集学科・入学定員・募集人員

大学入試センター試験利用入学試験募集人員
後 期 日 程
２名
３名

２．出願資格
試 験 入 学 選 考

�高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者および平成２２年３月卒業見込みの者。
�その他文部科学省令により、上記と同等以上の学力があると認定された者。

３．日程および選考科目
試 験 入 学 選 考

平成２２年２月２日�
１１：００～１２：００（６０分）
１３：００～１４：００（６０分）
１４：４０～１５：４０（６０分）

本学（福岡）・山口・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島
３科目の合計得点（各科目１００点、３００点満点）による。
平成２２年２月１２日�
※本学に掲示する。合格者のみ、合格通知を速達便にて送付するほか、電話・インター
ネット（携帯電話・パソコン）を利用した合否案内システム、本学公式ホームペー
ジでも行う。

※�．英語〔英語�・�〕
�．国語〔国語総合（漢文を除く）〕

．選択科目－下記の中から１科目を選択

◎世界史〔世界史Ｂ〕 ◎日本史〔日本史Ｂ〕 ◎地理〔地理Ｂ〕
◎数学〔数学�・�、数学Ａ〕 ◎化学〔化学�〕 ◎生物〔生物�〕

前 期 日 程
５名
７名

試 験 日平成２２年１月７日�～１月２２日�
�．英 語
�．国 語

．選択科目

試験入学選考募集人員

５０名
５５名

推薦入学選考募集人員
併 設 校
９名以内
５名以内

出 願 期 間

※試験科目

試 験 場
試 験 方 法

合格者発表

推 薦 入 学 選 考
�向学心が強く、本学の教育方針に賛同する者。
�調査書記載の「全体の評定平均値」が、３．４以上の者。
�平成２２年３月高等学校若しくは中等教育学校卒業見込みの者で、学校長が推薦する者。
◎出願にあたって…合格の場合、必ず入学することを条件とする。

推 薦 入 学 選 考
平成２１年１１月１９日�

９：３０～１０：３０（６０分）
１１：１５～１２：１５（６０分）
１３：１５～

本学（福岡）
調査書、適性検査、小論文および面接による総合評価とする。なお、面接は学科の教育目的・目標に適合するか否かを重視する。

平成２１年１１月２７日�
※本学に掲示する。学校長および本人宛速達便にて通知するほか、電話・インターネッ
ト（携帯電話・パソコン）を利用した合否案内システムでも行う。

公 募 制
３４名
３０名

入 学 定 員

１００名
１００名

選 考 日平成２１年１０月３０日�～１１月１０日�
�．適性検査
�．小 論 文

．面 接

専 攻

幼児発達学専攻
児童発達学専攻

学 科

人間発達学科

出 願 期 間

選 考 科 目

選 考 場
選 考 方 法

合格者発表

流通科学部
１．募集学科・入学定員・募集人員

外国人留学生
募 集 人 員
１０名

２．出願資格
試 験 入 学 選 考

�高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者および平成２２年３月卒業見込みの者。
�その他文部科学省令により、上記と同等以上の学力があると認定された者。

３．日程および選考科目
試 験 入 学 選 考

平成２２年２月１日�
１０：００～１１：００（６０分）
１１：４５～１２：４５（６０分）
１３：４５～１４：４５（６０分）

本学（福岡）・山口・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島
３科目の合計得点（各科目１００点、３００点満点）による。
平成２２年２月１２日�
※本学に掲示する。合格者のみ、合格通知を速達便にて送付するほか、電話・インター
ネット（携帯電話・パソコン）を利用した合否案内システム、本学公式ホームペー
ジでも行う。

※�．英語〔英語�・�〕
�．国語〔国語総合（漢文を除く）〕

．選択科目－下記の中から１科目を選択

◎世界史〔世界史Ｂ〕 ◎日本史〔日本史Ｂ〕 ◎地理〔地理Ｂ〕
◎政治・経済 ◎数学〔数学�・�、数学Ａ〕

大学入試センター試験利用入学試験募集人員
後 期 日 程
３名

試 験 日平成２２年１月７日�～１月２２日�
�．英 語
�．国 語

．選択科目

前 期 日 程
７名

試験入学選考
募 集 人 員
９０名

出 願 期 間

※試験科目

試 験 場
試 験 方 法

合格者発表

推薦入学選考募集人員
指 定 校
４５名

推 薦 入 学 選 考
�向学心が強く、本学の教育方針に賛同する者。
�調査書記載の「全体の評定平均値」が３．４以上の者。
�平成２２年３月高等学校若しくは中等教育学校卒業見込みの者で、学校長が推薦する者。
◎出願にあたって…合格の場合、必ず入学することを条件とする。

推薦入学選考（公募制・併設校制）
平成２１年１１月１９日�

９：３０～１０：３０（６０分）
１１：１５～１２：１５（６０分）
１３：１５～

本学（福岡）
調査書、適性検査、小論文および面接による総合評価とする。なお、面接は学科の教育目的・目標に適合するか否かを重視する。

平成２１年１１月２７日�
※本学に掲示する。学校長および本人宛速達便にて通知するほか、電話・インターネッ
ト（携帯電話・パソコン）を利用した合否案内システムでも行う。

■高校時代の活動の中でも、次の１０項目については推薦入学選考の際に特に考慮する。
	全商簿記１級以上 	日商簿記２級以上 	情報処理技能検定２級以上
	実用英語技能検定（英検）２級以上 	TOEIC４５０点以上 	生徒会会長経験者
	文化活動の全国大会での優秀な成績保持者 	全国高校総体出場者 	ボランティア活動
	その他
■流通科学科指定校制推薦入学選考の実施については、別に定める。

併 設 校
４５名以内

選 考 日

公 募 制
２０名

平成２１年１０月３０日�～１１月１０日�
�．適性検査
�．小 論 文

．面 接

入 学 定 員

２２０名

学 科

流通科学科

出 願 期 間

選 考 科 目

選 考 場
選 考 方 法

合格者発表
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外国人留学生、帰国子女、社会人特別入学試験の実施については、別に定めます。詳細は入試課（℡０９２‐８５１‐６７６２直通）
までお問い合わせください。
なお、大学院の入学試験に関することは学部・大学院事務室（℡０９２‐８５１‐６９４９直通）までお問い合わせください。

■大学入試センター試験利用入学試験■
【出願資格】
次の�または�の要件を満たし、「平成２２年度大学入試センター試験」において、本学が指定する教科・科目を受験した者。
�高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者および平成２２年３月卒業見込みの者。
�その他文部科学省令により、上記と同等以上の学力があると認定された者。

【出願期間】

前期日程 平成２２年１月７日�～平成２２年１月２２日� 後期日程 平成２２年２月１９日�～平成２２年３月９日�

【選考方法】
�平成２２年度大学入試センター試験の成績を基に判定する。なお、平成２１年度大学入試センター試験の成績は利用できない。
�本学の個別学力試験は課さない。

＜試験科目＞

合 計

３００点
外国語、国語は
１００点に換算する。

３００点
外国語は
１００点に換算する。

３００点
外国語、国語は
１００点に換算する。

３００点
外国語、国語は
１００点に換算する。

３００点
外国語、国語は
１００点に換算する。

３００点
外国語、国語は
１００点に換算する。

【合格者発表】

前期日程 平成２２年２月１２日� 後期日程 平成２２年３月１６日�

本学に掲示する。合格者のみ、合格通知を速達便にて送付するほか、電話・インターネット（携帯電話・パソコン）を利用した合否案内システム、本学公式ホームページでも行う。

配 点
１００点

１００点×２科目

１００点

１００点×２科目

１００点
１００点

１００点

１００点×３科目

１００点
１００点

１００点

１００点

１００点×２科目

科 目

３教科から２科目選択。
３科目以上受験した場合は、高得点科目を合否判定に使用する。

２教科から２科目選択。
３科目以上受験した場合は、高得点科目を合否判定に使用する。

４教科から１科目選択。
２科目以上受験した場合は、高得点科目を合否判定に使用する。

５教科から３教科３科目選択。
４科目以上受験した場合は、高得点科目を合否判定に使用する。

３教科から１科目選択。
２科目以上受験した場合は、高得点科目を合否判定に使用する。

４教科から２教科２科目選択。
３科目以上受験した場合は、高得点科目を合否判定に使用する。

「英語（リスニングテストを含む）」
「国語」
「数学�・数学Ａ」、「数学�・数学Ｂ」から１科目選択
「化学�」
「生物�」
「英語（リスニングテストを含む）」
「数学�・数学Ａ」、「数学�・数学Ｂ」から１科目選択
「化学�」
「生物�」
「英語（リスニングテストを含む）」
「国語」
「世界史Ｂ」又は「日本史Ｂ」又は「地理Ｂ」
「現代社会」又は「倫理」又は「政治・経済」
「数学�・数学Ａ」、「数学�・数学Ｂ」から１科目選択
「物理�」又は「化学�」又は「生物�」又は「地学�」
「英語（リスニングテストを含む）」
「国語」
「世界史Ｂ」、「日本史Ｂ」、「地理Ｂ」、「現代社会」、「倫理」、
「政治・経済」から１科目選択
「数学�・数学Ａ」、「数学�・数学Ｂ」から１科目選択
「物理�」、「化学�」、「生物�」、「地学�」から１科目選択
「英語（リスニングテストを含む）」
「国語」
「世界史Ｂ」又は「日本史Ｂ」又は「地理Ｂ」
「現代社会」又は「倫理」又は「政治・経済」
「数学�・数学Ａ」、「数学�・数学Ｂ」、「簿記・会計」から１科目選択
「英語（リスニングテストを含む）」
「国語」
「世界史Ｂ」、「日本史Ｂ」、「地理Ｂ」から１科目選択
「現代社会」、「倫理」、「政治・経済」から１科目選択
「数学�・数学Ａ」、「数学�・数学Ｂ」、「簿記・会計」から１科目選択

教 科
外 国 語
国 語
数 学

理 科

外 国 語
数 学

理 科

外 国 語
国 語
地理歴史
公 民
数 学
理 科
外 国 語
国 語
地理歴史
公 民
数 学
理 科
外 国 語
国 語
地理歴史
公 民
数 学
外 国 語
国 語
地理歴史
公 民
数 学

種 別

前期日程

後期日程

前期日程

後期日程

前期日程

後期日程

学部

栄
養
科
学
部

人
間
発
達
学
部

流
通
科
学
部

中村学園大学短期大学部
１．募集学科・入学定員・募集人員

社会人特別入学
試験募集人員
５名以内
―

若干名

２．出願資格
試 験 入 学 選 考

�高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者および平成２２年３月卒業見込みの者。
	その他文部科学省令により、上記と同等以上の学力があると認定された者。

３．日程および選考科目
試 験 入 学 選 考

平成２２年２月３日

１０：００～１２：００（１２０分）
１０：００～１１：００（６０分）
１１：４５～１２：４５（６０分）

本学（福岡）・山口・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島
２科目の合計得点（各科目１００点、２００点満点）による。
平成２２年２月１２日�
※本学に掲示する。合格者のみ、合格通知を速達便にて送付するほか、電話・インター
ネット（携帯電話・パソコン）を利用した合否案内システム、本学公式ホームペー
ジでも行う。

■試験科目
食物栄養学科は、英語（英語�・�）、国語（国語総合［古文、漢文を除く］）、化学�、生物�か
ら１科目選択。キャリア開発学科・幼児保育学科は英語（英語�・�）、国語（国語総合［古文、
漢文を除く］）。
■共通科目（英語及び国語の２科目）で受験した場合、すべての学科において第２志望を認める。
■幼児保育学科の出願希望者は、入学試験において音楽実技テストを課さないが、幼稚園教諭や保
育士を志す者として、入学時にバイエル教則本４０番までを演奏することができ、かつコールユー
ブンゲン３度音程を歌えることが望ましい。

試験入学選考
募 集 人 員
３３名
１５名
４０名

試 験 日平成２２年１月７日�～１月２２日�
�．選択科目
�．英 語
�．国 語

推薦入学選考募集人員
自己推薦制
―
―
―

食物栄養学科
キャリア開発学科
幼児保育学科

指 定 校
６０名
１１０名
６０名

出 願 期 間

試 験 科 目

試 験 場
試 験 方 法

合格者発表

併 設 校
１５名以内
１５名以内
１８名以内

推 薦 入 学 選 考

�向学心が強く、本学の教育方針に賛同する者。
	調査書記載の「全体の評定平均値」は公募制は食物栄養学科・幼児保育学科３．２以上、キャリア開発学
科３．０以上。

�平成２２年３月高等学校若しくは中等教育学校卒業見込みの者で、学校長が推薦する者。

◎出願にあたって…合格の場合、必ず入学することを条件とする。

推 薦 入 学 選 考
平成２１年１１月２０日�

１０：００～１１：３０（９０分）

１２：３０～

本学（福岡）
調査書・小論文および面接による総合評価とする。

平成２１年１１月２７日�
※本学に掲示する。学校長および本人宛速達便にて通知するほか、電話・インターネッ
ト（携帯電話・パソコン）を利用した合否案内システムでも行う。

■幼児保育学科の出願希望者は、選考において音楽実技テストを課さないが、幼稚園教諭や保育士
を志す者として、入学時にバイエル教則本４０番までを演奏することができ、かつコールユーブン
ゲン３度音程を歌えることが望ましい。

■食物栄養学科・キャリア開発学科・幼児保育学科指定校制推薦入学選考の実施については、別に
定める。

公 募 制
３７名
１０名
７２名

選 考 日平成２１年１０月３０日�～１１月１０日�
�．小 論 文

�．面 接

入 学 定 員

１５０名
１５０名
１９０名

学 科

食物栄養学科
キャリア開発学科
幼児保育学科

出 願 期 間

選 考 科 目

選 考 場
選 考 方 法

合格者発表

72
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平
成
２０
年
度
決
算
は
、平
成
２１
年
５
月
２７
日
の
理
事
会
に
お
い

て
承
認
さ
れ
、評
議
員
会
に
報
告
し
、意
見
を
伺
い
ま
し
た
。平
成

２０
年
度
予
算
は
、第
３
次
中
期
総
合
計
画（
平
成
１８
年
度
〜
平
成

２２
年
度
）の
３
年
目
と
し
て
、平
成
１９
年
度
予
算
の
執
行
状
況
を

検
証
し
、学
園
各
学
校
の
平
成
２０
年
度
事
業
計
画
達
成
に
向
け
、

事
業
を
行
い
、そ
の
決
算
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
資
金
収
支
計
算
書
」
表
‐
１

●
収
入
の
部

１

学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入

決
算
は
、５４
億
２
、０
０
０
万
円
で
予
算
に
対
し
て
８
０
０

万
円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。前
年
度
に
対
し
て
は
１
億
４
、

８
０
０
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

２

手
数
料
収
入

手
数
料
収
入
は
１
億
６
、６
０
０
万
円
で
予
算
に
対
し
て

１
０
０
万
円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。入
学
検
定
料
収
入
は
、

１
億
５
、１
０
０
万
円
で
前
年
度
に
対
し
て
１
、６
０
０
万
円

減
少
し
ま
し
た
。

３

補
助
金
収
入

補
助
金
総
額
は
１３
億
５
、２
０
０
万
円
で
、予
算
に
対
し
て

１
億
２
、３
０
０
万
円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。国
庫
補
助
金

収
入
は
、大
学
・
短
大
に
お
い
て
経
常
費
補
助
金
が
４
億
５
、

５
０
０
万
円
交
付
に
な
り
、研
究
設
備
整
備
費
補
助
４
０
０

万
円
、特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
１
、５
０
０
万

円
、学
校
施
設
耐
震
改
修
事
業
補
助
３
、４
０
０
万
円
、利
子

助
成
補
助
金
９
０
０
万
円
交
付
さ
れ
ま
し
た
。地
方
公
共
団

体
補
助
金
収
入
は
、高
校
・
中
学
・
幼
稚
園
に
経
常
費
補
助
金

８
億
２
、６
０
０
万
円
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

４

資
産
運
用
収
入

資
産
運
用
収
入
は
２
億
７
、３
０
０
万
円
で
、予
算
に
対
し

て
５
０
０
万
円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。基
金
収
入
・
受
取
利

息
収
入
が
２
億
６
、１
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

５

事
業
収
入

事
業
収
入
は
２
億
３
、０
０
０
万
円
で
、予
算
に
対
し
て
、

２
、１
０
０
万
円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。中
村
学
園
事
業
部

か
ら
寄
付
金
２
、５
０
０
万
円
を
受
け
入
れ
し
ま
し
た
。

６

前
受
金
収
入

前
受
金
収
入
は
１１
億
８
、９
０
０
万
円
で
、平
成
２１
年
度
入

学
生
が
増
え
予
算
額
に
対
し
て
、８
、４
０
０
万
円
の
増
収
と

な
り
ま
し
た
。

●
支
出
の
部

１

人
件
費
支
出

人
件
費
支
出
は
４０
億
３
、５
０
０
万
円
で
、予
算
に
対
し
て

３
、３
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。退
職
金
は
１
億
９
、

８
０
０
万
円
で
前
年
度
に
対
し
て
７
、７
０
０
万
円
増
加
し

ま
し
た
。

２

教
育
研
究
経
費
・
管
理
経
費
支
出

大
学
・
短
期
大
学
部
で
は
、流
通
科
学
研
究
所
、発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
、栄
養
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
し
、各
学
部
に
特
色
あ
る
研
究

施
設
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
費（
２１
世
紀
型
管
理
栄
養
士
養
成
シ
ス
テ
ム
の
構
築
）、就

職
支
援
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
で
卒
業
生
と
の
交
流
会
、学
園

祖
自
伝「
努
力
の
上
に
花
が
咲
く
」リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
版
の
作
成
、旧

西
２
号
館
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
ハ
ウ
ス
の
解
体
工
事
、食
育
館
で
の
食
育

の
啓
蒙
と
し
て
学
生
食
堂（
食
育
館
）に
お
け
る
定
食
喫
食
者
に

対
す
る
援
助
、女
子
中
高
で
は
、夜
間
警
備
を
外
部
へ
委
託
、三

陽
中
高
で
は
、ト
イ
レ
ブ
ー
ス
の
改
修
工
事
、体
育
館
外
壁
補
修

工
事
、法
人
本
部
で
は
、学
園
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
中
国
語
・
韓

国
語
・
英
語
で
作
成
し
ま
し
た
。

３

施
設
・
設
備
関
係
支
出

表
‐
２

４

資
産
運
用
支
出

�
大
学
・
短
期
大
学
部
に
校
舎
改
築
引
当
特
定
資
産
の
組
入

�
女
子
中
高
に
校
舎
改
築
引
当
特
定
資
産
の
組
入

�
減
価
償
却
額
の
累
計
額
に
見
合
う
施
設
設
備
引
当
特
定
資
産

を
積
立

�
第
３
号
基
本
金
引
当
資
産
に
組
入

以
上
、目
的
別
の
積
み
立
て
を
い
た
し
ま
し
た
。

「
消
費
収
支
計
算
書
」
表
‐
３

●
消
費
収
入
の
部

１

資
産
売
却
差
額

有
価
証
券
売
却
差
額
は
７
、２
０
０
万
円
で
予
算
に
対
し

て
１
０
０
万
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

２

帰
属
収
入
合
計

決
算
額
は
７７
億
４
、６
０
０
万
円
で
予
算
に
対
し
て
１
億

６
、９
０
０
万
円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。前
年
度
よ
り
７
、

７
０
０
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

３

基
本
金
組
入
額
合
計

基
本
金
組
入
額
は
１１
億
９
、６
０
０
万
円
を
組
入
れ
ま
し
た
。

４

消
費
収
入
の
部
合
計

消
費
収
入
の
部
合
計
６５
億
５
、０
０
０
万
円
が
消
費
支
出

に
充
当
で
き
る
金
額
で
、予
算
に
対
し
て
、１
億
３
、９
０
０
万

円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

●
消
費
支
出
の
部

１

減
価
償
却
額（
教
育
研
究
経
費
、管
理
経
費
）

決
算
額
は
７
億
９
、６
０
０
万
円
で
予
算
と
ほ
ぼ
同
額
と

な
り
ま
し
た
。前
年
度
か
ら
８
、７
０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

２

資
産
処
分
差
額

決
算
額
は
５
億
１
、３
０
０
万
円
で
、予
算
と
ほ
ぼ
同
額
と

な
り
ま
し
た
。

３

消
費
支
出
の
部
合
計

決
算
額
７０
億
４
０
０
万
円
で
予
算
に
対
し
て
１
億
７
、

２
０
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

●
消
費
収
支
差
額
の
部

当
年
度
消
費
支
出
超
過
額
が
４
億
５
、３
０
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
繰
越
消
費
収
入
超
過
額
１
億
８
、３
０
０
万
円
及
び

基
本
金
取
崩
額
２
、０
０
０
万
円
を
差
し
引
く
と
翌
年
度
繰

越
消
費
支
出
超
過
額
は
２
億
５
、０
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

帰
属
収
支
差
額（
帰
属
収
入
合
計
―

消
費
支
出
の
部
合
計
）

は
７
億
４
、２
０
０
万
円
と
な
り
、予
算
に
対
し
て
３
億
４
、

１
０
０
万
円
が
増
加
し
ま
し
た
。

収 入 の 部
差 異
△８，５３５，１１０
△１，５０１，３００
△３，１７３，３７８
△１２３，２５２，４６４

（△７０，６４８，０００）
（△５２，６０４，４６４）

（０）
△５，６３６，９３１

△１，８３６，９０４，６８６
△２１，０９９，４２８
△７，２１４，５１３
△８４，９１３，９００
△１４６，７７４，１７４
６０，５６９，２９７
△７，０５１

△２，１７８，４４３，６３８

決 算
５，４２０，６３５，１１０
１６６，４５１，３００
１８，７２３，３７８

１，３５２，４０２，４６４
（５２３，７１８，０００）
（８２６，６８４，４６４）
（２，０００，０００）
２７３，４７６，９３１
１，８３６，９０４，６８６
２３０，８７９，４２８
１９５，９１４，５１３
１，１８９，４６３，９００
３１６，２０４，１７４

△１，５０１，７２９，２９７
１，９５５，４４７，０５１
１１，４５４，７７３，６３８

予 算
５，４１２，１００，０００
１６４，９５０，０００
１５，５５０，０００

１，２２９，１５０，０００
（４５３，０７０，０００）
（７７４，０８０，０００）
（２，０００，０００）
２６７，８４０，０００

０
２０９，７８０，０００
１８８，７００，０００
１，１０４，５５０，０００
１６９，４３０，０００

△１，４４１，１６０，０００
１，９５５，４４０，０００
９，２７６，３３０，０００

科 目
学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
（国庫補助金収入）
（地方公共団体補助金収入）
（学術研究振興資金収入）
資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資金収入調整 勘 定
前年度繰越支払資金
収 入 の 部 合 計

平成２０年度 主な施設設備の事業表‐２ 平成２０年度 資金収支計算書
平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日まで

表‐１

支 出 の 部
差 異
３３，６７３，８３３
８５，６４０，７１８
３０，３０９，８６７
１９，４７０

０
７１８，０２５

３２，４２３，３５８
△１，８５９，８０１，４９４
△４，５２９，７７３

１４，７５０，０００
３９，７３１，７２６

△５５１，３７９，３６８
△２，１７８，４４３，６３８

決 算
４，０３５，８０６，１６７
１，１６６，２５９，２８２
４６９，７８０，１３３
２５，９８０，５３０
１４０，２１０，０００
８９８，３６１，９７５
１２１，２６６，６４２
２，７１２，９６１，４９４
１９９，７２９，７７３

△２８５，４６１，７２６
１，９６９，８７９，３６８
１１，４５４，７７３，６３８

予 算
４，０６９，４８０，０００
１，２５１，９００，０００
５００，０９０，０００
２６，０００，０００
１４０，２１０，０００
８９９，０８０，０００
１５３，６９０，０００
８５３，１６０，０００
１９５，２００，０００
（３，７５０，０００）
１４，７５０，０００

△２４５，７３０，０００
１，４１８，５００，０００
９，２７６，３３０，０００

科 目
人 件 費 支 出
教育研究経費 支 出
管 理 経 費 支 出
借入金等利息 支 出
借入金等返済 支 出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出

［ 予 備 費 ］
資金支出調整 勘 定
次年度繰越支払資金
支 出 の 部 合 計

事 業 内 容

隣接地取得
校舎新築工事第２期工事
西１号館８階を栄養系実験室へ改造工事
中央本館の学生相談室、保健室整備工事
東２号館及び東３号館の廊下等共用部改修工事
東２号館耐震補強工事
西４号館６階（美術教室等）を流通科学研究所等並びにパ
ソコン室増設工事
西１号館５階の情報処理センター・マシン室等拡張工事
西１号館６階に情報処理センター パソコン室増設改造工
事
西１号館２階に学園資料展示コーナー新設工事
西６号館を美術教室、発達支援センターへ改造工事
栄養クリニック改造工事
東３号館空調機取替
２１３R示範室映像装置設置工事
グラウンド東南部拡張工事
西２号館解体工事
パーソナルハウス解体工事
情報処理センター機器更新（リース料）
東３号館４０１Ｒのパソコン更新（リース料）
車輌購入

隣接地取得
新校舎建築設計料
同時展開授業のための教室へ整備工事

書道教室空調設置工事
体育館放送設備更新
車輌購入

ピアノ買替

年少園児用・教職員トイレ改修工事
滑り台取替
園児用歯ブラシ消毒保管庫、厨房用電気消毒保管庫

区 分

大学院・大学・
短期大学部

女子中学校・
高等学校

三陽中学校・
高等学校

あさひ幼稚園

壱岐幼稚園

72

（単位／円）

（単位／円）

学
校
法
人
中
村
学
園

平成20年度 決算

平
成
20
年
度
決
算
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「
貸
借
対
照
表
」
表
‐
４

１

資
産
の
部
合
計

総
額
は
３
８
１
億
５
、４
０
０
万
円
で
前
年
度
と
比
較
し

て
、６
億
８
０
０
万
円（
１
・
６
％
）増
加
し
ま
し
た
。

�
固
定
資
産

土
地
は
取
得
に
よ
り
増
加
、建
物
は
大
学
・
短
大

の
旧
西
２
号
館
、パ
ー
ソ
ナ
ル
ハ
ウ
ス
解
体
及
び
減
価
償
却
に
よ

り
減
少
、構
築
物
、教
育
研
究
用
機
器
備
品
、そ
の
他
の
機
器

備
品
、車
輌
は
減
価
償
却
に
よ
り
減
少
し
ま
し
た
。図
書
は
取

得
に
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。大
学
・
短
大
校
舎
改
築
引
当
特
定

資
産
、女
子
中
高
校
舎
改
築
引
当
特
定
資
産
は
組
入
れ
に
よ

り
、施
設
設
備
引
当
特
定
資
産
は
積
立
に
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

�
流
動
資
産

現
・
預
金
は
増
加
、有
価
証
券
は
売
却
に
よ
り
減

少
、未
収
入
金
は
国
庫
補
助
金
、退
職
金
財
団
交
付
金
が
増
加

し
ま
し
た
。

２

負
債
の
部
合
計

総
額
は
４１
億
５
０
０
万
円
で
前
年
度
と
比
較
し
て
、１
億

３
、３
０
０
万
円（
３
・
１
％
）減
少
し
ま
し
た
。

�
固
定
負
債

長
期
借
入
金
が
１
億
４
、０
０
０
万
円
減
少
し
、

退
職
給
与
引
当
金
は
６
０
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

�
流
動
負
債

未
払
金
が
退
職
金
・
経
常
経
費
関
係
で
１
億
円

増
加
、前
受
金
は
減
少
し
ま
し
た
。

３

基
本
金
の
部
合
計

第
１
号
基
本
金
は
、土
地
・
建
物
・
構
築
物
の
取
得
等
７
億

３
、９
０
０
万
円
、第
２
号
基
本
金
は
大
学
・
短
大
校
舎
改
築

引
当
特
定
資
産
３
億
円
、女
子
中
高
校
舎
改
築
引
当
特
定
資

産
４
、８
０
０
万
円
、第
３
号
基
本
金
は
組
入
計
画
並
び
に
寄

付
金
に
よ
り
８
、７
０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

４

消
費
収
支
差
額
の
部

翌
年
度
繰
越
消
費
支
出
超
過
額
が
２
億
５
、０
０
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

資
産
の
部
合
計
３
８
１
億
５
、４
０
０
万
円
か
ら
負
債
の

部
合
計
４１
億
５
０
０
万
円
を
差
し
引
い
た
純
資
産
額
は

３
４
０
億
４
、９
０
０
万
円
で
前
年
度
よ
り
７
億
４
、２
０
０

万
円
増
加
し
ま
し
た
。

以
上
、平
成
２０
年
度
決
算
概
要
で
す
が
、消
費
収
支
計
算
書
に

お
い
て
大
学
・
短
大
の
建
物
除
却
等
と
世
界
金
融
危
機
に
よ
る
有

価
証
券
処
分
差
額
を
計
上
し
ま
し
た
。当
年
度
消
費
支
出
超
過

額
は
予
算
に
対
し
て
３
億
１
、１
０
０
万
円
改
善
し
ま
し
た
。帰

属
収
支
差
額（
帰
属
収
入
合
計
―

消
費
支
出
の
部
合
計
）は
７
億

４
、２
０
０
万
円（
９
・
６
％
）と
な
り
、第
３
次
中
期
総
合
計
画

に
掲
げ
た
最
終
年
度
の
帰
属
収
支
比
率
１５
・
０
％
に
達
し
て
い
ま

せ
ん
。（
全
国
の
同
系
法
人
平
成
１９
年
度
決
算
数
値
６
・
１
％
か
ら

上
回
っ
て
い
ま
す
。）

今
後
も
さ
ら
な
る
財
政
安
定
の
た
め
、消
費
収
支
の
均
衡
を
図

り
、学
生
の
満
足
度
を
高
め
つ
つ
教
育
研
究
の
充
実
と
財
政
の
健

全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
理
解

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

注記事項
１．重要な会計方針

�引当金の計上基準
徴収不能引当金

債権の徴収不能に備えるため、個別に見積

もった徴収不能見込額を計上することとしている。

退職給与引当金

退職金の支給に備えるため、法人本部・大

学・短 期 大 学 部 は、期 末 要 支 給 額

１，３３７，０３０，０００円を基にして、私立大学退職

金財団に対する掛金の累積額と交付金の累

積額との繰入調整額を加減した金額の１００％

を計上している。

高 等 学 校 以 下は、期 末 要 支 給 額

１，１８３，７９６，０００円から私学退職金団体からの

交付金相当額を控除した金額の１００％を計上

している。

�その他の重要な会計方針
有価証券の評価基準及び評価方法

移動平均法に基づく原価法である。

外貨建資産の換算基準

外貨建長期金銭債権については、取得時の

為替相場により円換算している。

所有権移転外ファイナンス・リースの処理方法

リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース取引に

ついては、通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっている。

預り金その他の経過項目に係る収支の表示方法

預り金に係る収入と支出は、相殺して表示し

ている。

２．重要な会計方針の変更等について なし

３．減価償却額の累計額の合計額

９，７５８，２３３，２４８円

４．徴収不能引当金の合計額 ０円

５．担保に供されている資産の種類及び額

土 地 １，１６９，２３１，００７円

建 物 ５２８，６４２，８４７円

計 １，６９７，８７３，８５４円

６．翌会計年度以後の会計年度において基本金

への組入れを行うこととなる金額

１，０８６，７２０，０００円

消費収入の部
差 異
△８，５６６，６１０
△１，５０１，３００
△１１，３６４，１３４

（△８，１９０，７５６）
△１２３，２５２，４６４

（△７０，６４８，０００）
（△５２，６０４，４６４）

（０）
△５，６３６，９３１
１，５８９，６７２

△２１，０９９，４２８
８２０，１８９

△１６９，０１１，００６
２９，９４５，０７４

△１３９，０６５，９３２

決 算
５，４２０，６６６，６１０
１６６，４５１，３００
３１，０１４，１３４

（１２，２９０，７５６）
１，３５２，４０２，４６４
（５２３，７１８，０００）
（８２６，６８４，４６４）
（２，０００，０００）
２７３，４７６，９３１
７２，４１０，３２８
２３０，８７９，４２８
１９９，５２９，８１１
７，７４６，８３１，００６
△１，１９６，１３５，０７４
６，５５０，６９５，９３２

予 算
５，４１２，１００，０００
１６４，９５０，０００
１９，６５０，０００
（４，１００，０００）
１，２２９，１５０，０００
（４５３，０７０，０００）
（７７４，０８０，０００）
（２，０００，０００）
２６７，８４０，０００
７４，０００，０００
２０９，７８０，０００
２００，３５０，０００
７，５７７，８２０，０００
△１，１６６，１９０，０００
６，４１１，６３０，０００

科 目
学生生徒等納 付 金
手 数 料
寄 付 金
（ 現 物 寄 付 金 ）
補 助 金
（ 国 庫 補 助 金 ）
（地方公共団体補助金）
（学術研究振興資金）
資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 差 額
事 業 収 入
雑 収 入
帰 属 収 入 合 計
基本金組入額 合 計
消費収入の部 合 計

平成２０年度 消費収支計算書
平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日まで

表‐３

貸 借 対 照 表
平成２１年３月３１日

表‐４

消費支出の部
差 異
３９，７１６，６３３
（５，２３６，３００）
８６，１７８，４２４
（５３７，７０６）
３０，４６０，００２
（１５０，１３５）
１９，４７０
９６，３４１
２，０９８

１５，６３０，０００
１７２，１０２，９６８

決 算
４，０３２，５７３，３６７
（１５５，４７３，７００）
１，８８０，４９１，５７６
（７１４，２３２，２９４）
５５２，２２９，９９８
（８２，４４９，８６５）
２５，９８０，５３０
５１３，３７３，６５９

３７，９０２

７，００４，６８７，０３２
４５３，９９１，１００
１８３，３０９，０７８
２０，６５３，２７９
２５０，０２８，７４３

予 算
４，０７２，２９０，０００
（１６０，７１０，０００）
１，９６６，６７０，０００
（７１４，７７０，０００）
５８２，６９０，０００
（８２，６００，０００）
２６，０００，０００
５１３，４７０，０００

４０，０００
（２，８７０，０００）
１５，６３０，０００

７，１７６，７９０，０００
７６５，１６０，０００
１８３，３００，０００
２０，４３０，０００
５６１，４３０，０００

科 目
人 件 費
（退職給与引当金繰入額）
教 育 研 究 経 費
（ 減 価 償 却 額 ）
管 理 経 費
（ 減 価 償 却 額 ）
借 入 金 等 利 息
資 産 処 分 差 額
徴 収 不 能 額
［ 予 備 費 ］

消費支出の部 合 計
当年度消費支出超過額
前年度繰越消費収入超過額
基 本 金 取 崩 額
翌年度繰越消費支出超過額

資 産 の 部
増 減（△）
４９３，９００，７３３
３５，７８０，８０３
２５８，５０４，９２５
△３４７，２４７，３５２
△５２，０１７，９５９
△３９，５２３，７０４
△１０，９３５，０３７
１８，５０９，６９８
△２，４６４，７６８
２１０，９５５，０００
４５８，１１９，９３０

０
△４７，８２８，６７０

０
１１，６００

０
１０，０００，０００
３００，０００，０００
４８，３２５，０００
８７，９３７，０００
△２，０００，０００
６１，６７５，０００
１１４，８９６，０７５
１４，４３２，３１７
△１，２４９，９６２

０
１００，４５６，６１３
２，０００，０００
△７４２，８９３

６０８，７９６，８０８

負 債 の 部
増 減（△）
△１４７，０５８，０９８
△１４０，２１０，０００
△６，８４８，０９８
１３，７１０，９３２

０
１００，７３６，９２７
△８３，２８４，５３０
△３，７４１，４６５
△１３３，３４７，１６６

基 本 金 の 部
増 減（△）
７３９，２１９，７９５
３４８，３２５，０００
８７，９３７，０００

０
１，１７５，４８１，７９５

消費収支差額の部
増 減（△）
△１８３，３０９，０７８
２５０，０２８，７４３
△４３３，３３７，８２１

増 減（△）

６０８，７９６，８０８

前年度末
３４，８６６，５３６，６３４
２１，５６７，６８９，２９２
７，９５０，０３２，３０５
１０，８９２，９６０，００４
５１８，０２４，１８７
６４６，８０２，７８８
１３０，１８９，８６４
１，３９３，３８０，８５２
１１，８８９，２９２
２４，４１０，０００

１３，２９８，８４７，３４２
２，８７９，６４４

２，９５９，２９７，４８８
２０，０００，０００
３９，２２７，７９０
４４０，１００

０
１，２００，０００，０００
１，４００，０００，０００
６６４，２３９，４１７
１，３９２，０００，０００
５，６２０，７６２，９０３
２，６７９，６３９，００２
１，９５５，４４７，０５１
３００，０１１，４６６
２９４，１０９，１８０
１２８，５２４，２５４

０
１，５４７，０５１

３７，５４６，１７５，６３６

前年度末
２，４８４，４８３，５９３
１，０８６，７２０，０００
１，３９７，７６３，５９３
１，７５４，４７８，６６５
１４０，２１０，０００
１８３，１７７，７４８
１，２７２，７４８，４３０
１５８，３４２，４８７
４，２３８，９６２，２５８

前年度末
２９，４４９，６６４，８８３
２，６００，０００，０００
６６４，２３９，４１７
４１０，０００，０００

３３，１２３，９０４，３００

前年度末
１８３，３０９，０７８

０
１８３，３０９，０７８

前年度末

３７，５４６，１７５，６３６

本年度末
３５，３６０，４３７，３６７
２１，６０３，４７０，０９５
８，２０８，５３７，２３０
１０，５４５，７１２，６５２
４６６，００６，２２８
６０７，２７９，０８４
１１９，２５４，８２７
１，４１１，８９０，５５０
９，４２４，５２４
２３５，３６５，０００

１３，７５６，９６７，２７２
２，８７９，６４４

２，９１１，４６８，８１８
２０，０００，０００
３９，２３９，３９０
４４０，１００

１０，０００，０００
１，５００，０００，０００
１，４４８，３２５，０００
７５２，１７６，４１７
１，３９０，０００，０００
５，６８２，４３７，９０３
２，７９４，５３５，０７７
１，９６９，８７９，３６８
２９８，７６１，５０４
２９４，１０９，１８０
２２８，９８０，８６７
２，０００，０００
８０４，１５８

３８，１５４，９７２，４４４

本年度末
２，３３７，４２５，４９５
９４６，５１０，０００
１，３９０，９１５，４９５
１，７６８，１８９，５９７
１４０，２１０，０００
２８３，９１４，６７５
１，１８９，４６３，９００
１５４，６０１，０２２
４，１０５，６１５，０９２

本年度末
３０，１８８，８８４，６７８
２，９４８，３２５，０００
７５２，１７６，４１７
４１０，０００，０００

３４，２９９，３８６，０９５

本年度末
０

２５０，０２８，７４３
△２５０，０２８，７４３

本年度末

３８，１５４，９７２，４４４

科 目
固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
土 地
建 物
構 築 物
教 育 研 究 用 機 器 備 品
そ の 他 の 機 器 備 品
図 書
車 輛
建 設 仮 勘 定
そ の 他 の 固 定 資 産
電 話 加 入 権
有 価 証 券
収 益 事 業 元 入 金
預 託 金
長 期 積 立 金
長 期 貸 付 金
大学短大校舎改築引当特定資産
女子中高校舎改築引当特定資産
第３号基本金引当資産
退職給与引当特定資産
施設設備引当特定資産

流 動 資 産
現 金 ・ 預 金
有 価 証 券
特 定 金 外 信 託
未 収 入 金
短 期 貸 付 金
前 払 金

資 産 の 部 合 計

科 目
固 定 負 債
長 期 借 入 金
退 職 給 与 引 当 金

流 動 負 債
短 期 借 入 金
未 払 金
前 受 金
預 り 金

負 債 の 部 合 計

科 目
第 １ 号 基 本 金
第 ２ 号 基 本 金
第 ３ 号 基 本 金
第 ４ 号 基 本 金
基 本 金 の 部 合 計

科 目
翌年度繰越消費収入超過額
翌年度繰越消費支出超過額
消費収支差 額 の 部 合 計

科 目
負 債 の 部 、 基 本 金 の 部
消費収支差 額 の 部 合 計

（単位／円）

（単位／円）

（単位／円）
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平
成
２１
年
度
の
予
算
は
、去
る
３
月
２３
日
の
評
議
員

会
及
び
２６
日
の
理
事
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２１
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、第
４
次
中
期
総

合
計
画（
平
成
２１
年
度
〜
平
成
２５
年
度
）の
ス
タ
ー
ト

年
と
し
て
、中
期
総
合
計
画
に
お
け
る
学
校
運
営
計
画
、

学
生
目
標
、教
職
員
計
画
に
重
点
を
お
き
ま
し
た
。

私
立
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
、少
子
化
、規
制
緩

和
、Ｉ
Ｔ
革
命
、国
際
化
等
益
々
厳
し
く
な
る
中
、学

生
生
徒
等
の
確
保
が
年
々
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
環
境
の
中
で
、財
政
基
盤
の
安
定
を
図
る
為
、

学
生
・
生
徒
等
の
満
足
度
を
充
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

建
学
の
精
神
に
基
づ
く
教
育
と
研
究
の
充
実
を
図
り
、

学
生
生
徒
等
の
確
保
と
支
出
の
効
率
化
を
図
る
予
算

編
成
と
し
ま
し
た
。

『
大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部
』

競
争
的
環
境
化
の
中
で
、活
力
に
富
み
、個
性
輝
く

大
学
を
目
指
す
。

�
大
学
・
大
学
院

・
建
学
の
精
神
を
根
幹
と
す
る
教
学
運
営
の
た
め
の

Ｆ
Ｄ
の
推
進

・
自
己
点
検
・
評
価
の
推
進

・
教
育
・
研
究
の
一
元
化
と
研
究
活
性
化
に
連
動
す

る
競
争
的
研
究
資
金
の
獲
得

・
大
学
間
連
携
協
力
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

・
社
会
貢
献
事
業
と
国
際
交
流
事
業
の
推
進

・
建
学
の
精
神
に
立
脚
し
た
、２１
世
紀
を
担
う
人
材
の

育
成

�
短
期
大
学
部

・
短
期
大
学
部
と
し
て
の
独
自
性
を
も
っ
た
教
育
の
実

践
・
短
期
大
学
部
と
し
て
の
統
合
的
教
育
方
針
を
確
立

し
、各
学
科
の
教
育
目
標
を
達
成

・
平
成
２１
年
度
、短
期
大
学
基
準
協
会
に
よ
る
第
三

者
評
価
へ
の
対
応

・
短
期
大
学
部
学
生
の
本
学
各
学
部
へ
の
編
入
学
の

推
進

〔
収
入
の
部
〕学
生
納
付
金
収
入
は
前
年
度
予
算
か

ら
減
額
を
見
込
み
計
上
、手
数
料
収
入
で
、入
学
検
定

料
収
入
は
志
願
者
数
を
前
年
度
か
ら
減
数
で
見
込
み

ま
し
た
。寄
付
金
は
企
業
か
ら
の
研
究
助
成
金
を
見
込

み
計
上
、補
助
金
収
入
で
は
、経
常
費
補
助
金
収
入
、

利
子
助
成
補
助
を
計
上
、事
業
収
入
で
は
、産
学
連
携

事
業
の
受
託
事
業
収
入
を
計
上
、栄
養
ク
リ
ニ
ッ
ク
開

設
に
伴
い
医
療
収
入
を
計
上
、雑
収
入
に
退
職
金
財
団

交
付
金
収
入
を
計
上
し
ま
し
た
。

〔
支
出
の
部
〕教
育
研
究
経
費
支
出
で
、各
研
究
者

の
基
盤
研
究
並
び
に
学
部
ご
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

の
推
進
を
図
り
ま
す
。健
康
増
進
セ
ン
タ
ー（
栄
養
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
含
む
）、薬
膳
科
学
研
究
所
、発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
、流
通
科
学
研
究
所
の
研
究
費
を
計
上
、短
期
大

学
基
準
協
会
認
定
評
価
手
数
料
を
計
上
、学
生
の
就

職
活
動
支
援
強
化
で
卒
業
生
と
の
交
流
費
、大
学
院

生
、学
部
学
生
へ
の
奨
学
金
の
充
実
費
、校
舎
の
耐
震

診
断
費
用
、教
員
免
許
更
新
講
習
に
か
か
る
費
用
を
計

上
し
ま
し
た
。

管
理
経
費
支
出
で
は
、「
食
育
館
」（
食
堂
）に
お
け
る

学
生
の
健
全
で
豊
か
な
食
生
活
を
育
む
た
め
の
援
助

費
、中
国
北
京
栄
養
士
養
成
大
学（
仮
称
）設
立
協
力

に
関
す
る
支
援
費
、学
生
募
集
の
強
化
に
伴
う
費
用
、

売
店
移
転
に
伴
い
東
２
号
館
売
店
解
体
工
事
を
計
上

し
ま
し
た
。

施
設
設
備
関
係
支
出
表
‐
２

で
は
、校
舎
新
築
工

事
第
２
期
工
事
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

『
女
子
中
学
校
・
女
子
高
等
学
校
』

「
建
学
の
精
神
」を
堅
持
し
、「
知
」「
徳
」の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
女
性
の
育
成
の
た
め
、前
向
き
に
・
希
望
に
満

ち
た
教
育
を
展
開
す
る
。厳
し
い
条
件
の
下
で
魅
力
的

な
学
校
で
あ
り
続
け
る
た
め
、進
路
保
障
を
確
実
に
行

い
、保
護
者
を
は
じ
め
世
の
多
く
の
人
々
に
認
め
ら
れ
る

学
校
づ
く
り
に
努
力
す
る
。

〔
収
入
の
部
〕生
徒
納
付
金
収
入
は
前
年
度
予
算
か

ら
減
少
を
見
込
み
、補
助
金
収
入
は
生
徒
数
の
減
少
に

よ
り
減
収
を
見
込
み
ま
し
た
。新
校
舎
建
築
資
金
と
し

て
借
入
金
を
計
上
、雑
収
入
に
私
学
教
育
振
興
会
退

職
金
交
付
金
収
入
を
計
上
、前
受
金
収
入
は
前
年
度

と
同
数
の
入
学
者
数
を
見
込
み
計
上
し
ま
し
た
。

〔
支
出
の
部
〕教
育
研
究
経
費
支
出
で
教
員
の
海
外

派
遣
研
修
費
、特
進
Ｖ
コ
ー
ス
の
進
路
指
導
強
化
費
を

平成２１年度 主な施設設備の事業表‐２

収 入 の 部

増 減（△）
△１９８，７２０
△６，９３０
△５，９１０
△５０，４９０
△１３２，５００
３００，０００
２９，２４０
△６９，７１０
１，０００，０００

△８１０
３，２２９，８１０
２５４，６７０
△５３６，９４０
３，８１１，７１０

前年度予算額
５，４１２，１００
１６４，９５０
１５，５５０

１，２２９，１５０
２６７，８４０

０
２０９，７８０
１８８，７００

０
１，１０４，５５０
１６９，４３０

△１，４４１，１６０
１，９５５，４４０
９，２７６，３３０

２１年度予算額
５，２１３，３８０
１５８，０２０
９，６４０

１，１７８，６６０
１３５，３４０
３００，０００
２３９，０２０
１１８，９９０
１，０００，０００
１，１０３，７４０
３，３９９，２４０
△１，１８６，４９０
１，４１８，５００
１３，０８８，０４０

科 目
学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
借 入 金 等 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資 金 収 入 調 整 勘 定
前 年 度 繰 越 支 払 資 金
収 入 の 部 合 計

平成２１年度 資金収支予算書
平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで

表‐１

支 出 の 部

増 減（△）
△２６，４００
△５０，５３０
△１６，３７０
５，８４０
１００，０００
３，８２８，０８０
５８，３５０

△１８２，１１０
５０，３９０

０
１５，１６０
２９，３００

３，８１１，７１０

前年度予算額
４，０６９，４８０
１，２５１，９００
５００，０９０
２６，０００
１４０，２１０
８９５，４００
１５３，６２０
８５３，１６０
１９５，２００
１８，５００

△２４５，７３０
１，４１８，５００
９，２７６，３３０

２１年度予算額
４，０４３，０８０
１，２０１，３７０
４８３，７２０
３１，８４０
２４０，２１０
４，７２３，４８０
２１１，９７０
６７１，０５０
２４５，５９０
１８，５００

△２３０，５７０
１，４４７，８００
１３，０８８，０４０

科 目
人 件 費 支 出
教 育 研 究 経 費 支 出
管 理 経 費 支 出
借 入 金 等 利 息 支 出
借 入 金 等 返 済 支 出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出
〔 予 備 費 〕
資 金 支 出 調 整 勘 定
次 年 度 繰 越 支 払 資 金
支 出 の 部 合 計

事 業 内 容

近隣地取得費

校舎新築工事第２期工事

音楽実技授業用ピアノレッスン室増設

中央本館研究室空調機更新

音楽・体育館照明器具取替

城南寮個室改修工事

曙寮駐輪場整備工事

同窓会会館改修工事

東１号館南側屋外通路整備工事

東２号館売店解体工事及び跡地整備工事

流通科学部 パソコン更新

情報処理センター 演習用パソコンを西１号館

６Ｆに増設

栄養教育実習室 パソコン更新

図書館システム更新

アニマルセンター 高圧蒸気滅菌機取替

車輌購入

新校舎建築設計監理料及び建築工事費

隣接地取得に伴う整備工事

体育館フロア研磨塗装

教務用サーバー更新

ヨット新艇購入

遊戯室改装工事

北側園舎屋根葺替え工事

北側園舎屋根庇取付工事

屋外遊具取替工事

階段室壁補修工事

スクールバス買替

区 分

大学院・大学・

短期大学部

女子中学校・

高等学校

三陽中学校・

高等学校

壱岐幼稚園

72

（単位／千円）

（単位／千円）

学
校
法
人
中
村
学
園

平成21年度 予算

平
成
21
年
度
予
算
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学生生徒等学生生徒等�
納付金納付金�
73.873.8％�

授業料授業料�
49.949.9％�

入学金入学金�
5.45.4％�

施設設備資金施設設備資金�
15.415.4％�国庫補助金国庫補助金�

6.26.2％�

地方公共団体地方公共団体�
補助金補助金�
10.510.5％�

手数料手数料�
2.22.2％�補助金補助金�

16.716.7％�

事業収入事業収入�
3.43.4％�

基本金基本金�
組入額合計組入額合計�
△54.754.7％�

△3,865,2203,865,220千円千円�

学生生徒等�
納付金�
73.8％�

授業料�
49.9％�

入学金�
5.4％�

施設設備資金�
15.4％�

実験実習料�
3.1％�

入学検定料�
2.1％�

国庫補助金�
6.2％�

地方公共団体�
補助金�
10.5％�補助活動収入�

2.8％�

手数料�
2.2％�補助金�

16.7％�

事業収入�
3.4％�

その他3.9％�
（寄付金0.3％含む）�

受託・収益事業収入�
0.6％�

その他�
0.1％�
�

基本金�
組入額合計�
△54.7％�

△3,865,220千円�

帰属収入�
7,062,560千円�

教員等の研究に係る経費　3.4％�

退職金他退職金他�
2.52.5％�

人件費人件費�
57.657.6％�

教育研究経費教育研究経費�
27.327.3％�

管理経費管理経費�
8.08.0％�

職員人件費人件費�
13.613.6％�

教員人件費人件費�
41.541.5％�

帰属収支差額帰属収支差額�
6.36.3％�

442,000442,000千円千円�

減価償却額減価償却額�
10.310.3％�

退職金他�
2.5％�

学生・生徒・園児等の授業に係る経費�
3.4％�

学生・生徒・園児の厚生補導に係る経費�
3.4％�

栄養クリニックに係る経費�
0.1％�

入試業務に係る経費、�
事務部局等の教育用経費�

6.7％�

学生・生徒・園児の募集費�
2.2％�

学生・生徒の寮に係る経費�
1.8％�

総務・経理等管理業務に�
係る経費　2.9％�

減価償却額　1.1％�
その他　0.8％�

人件費�
57.6％�

教育研究経費�
27.3％�

管理経費�
8.0％�

職員人件費�
13.6％�

教員人件費�
41.5％�

帰属収支差額�
6.3％�

442,000千円�

減価償却額�
10.3％�

消費支出�
6,620,560千円�

計
上
、姉
妹
校
交
流
費
、新
校
舎
建
築
に
伴
い
他
の
施

設
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
料
を
計
上
、特
技
奨
学
生
・
育

英
奨
学
生
へ
の
奨
学
金
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

管
理
経
費
支
出
で
は
、生
徒
募
集
強
化
費
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
制
作
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

施
設
設
備
関
係
支
出
表
‐
２

で
は
、新
校
舎
建
築

費
を
計
上
し
ま
し
た
。

『
三
陽
中
学
校
・
三
陽
高
等
学
校
』

男
子
校
の
特
色
を
生
か
す
べ
く
、建
学
の
精
神
と
校

訓
を
中
心
に
し
た
教
育
の
実
践
を
行
う
。

〔
収
入
の
部
〕生
徒
納
付
金
収
入
及
び
補
助
金
収
入

で
生
徒
数
の
減
少
等
に
よ
り
減
収
を
見
込
み
計
上
、雑

収
入
に
私
学
教
育
振
興
会
退
職
金
交
付
金
収
入
を
計

上
し
ま
し
た
。

〔
支
出
の
部
〕教
育
研
究
経
費
支
出
で
教
員
の
資
質

向
上
を
図
る
研
修
費
、育
英
奨
学
金
の
充
実
費
、体
育

館
フ
ロ
ア
研
磨
工
事
費
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
手
摺
補
強
工
事

を
計
上
し
ま
し
た
。管
理
経
費
支
出
に
お
い
て
は
、生
徒

募
集
強
化
費
を
計
上
し
ま
し
た
。施
設
設
備
関
係
支

出
表
‐
２

で
は
、教
職
員
サ
ー
バ
ー
等
の
更
新
等
を
計

上
し
ま
し
た
。

『
学
園
総
合
』

「
資
金
収
支
予
算
」
表
‐
１

〔
収
入
の
部
〕学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入
は
、５２
億

１
、３
０
０
万
円
で
前
年
度
に
対
し
て
１
億
９
、

８
０
０
万
円
減
収
で
計
上
し
、補
助
金
は
１１
億
７
、

８
０
０
万
円
で
５
、０
０
０
万
円
の
減
収
を
見
込
み

計
上
、資
産
運
用
収
入
は
１
億
３
、５
０
０
万
円
で
効

率
的
な
資
産
運
用
に
努
め
ま
す
。事
業
収
入（
寄
宿
舎

室
料
、セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
利
用
料
等
）は
２
億
３
、

９
０
０
万
円
で
前
年
度
か
ら
増
収
で
計
上
、前
受
金

収
入
は
１１
億
３
０
０
万
円
で
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
で

計
上
、大
学
・
短
大
で
土
地
取
得
の
た
め
、施
設
設
備

引
当
特
定
資
産
か
ら
繰
入
、女
子
高
校
の
新
校
舎
建

築
工
事
の
た
め
、校
舎
改
築
引
当
特
定
資
産
か
ら
繰
入

を
計
上
し
ま
し
た
。当
年
度
収
入
合
計
は
１
１
６
億

６
、９
０
０
万
円
と
な
り
、こ
れ
に
前
年
度
繰
越
支
払

資
金
１４
億
１
、８
０
０
万
円
を
加
え
、収
入
の
部
合
計

が
１
３
０
億
８
、８
０
０
万
円
と
な
り
、前
年
度
予
算

に
対
し
て
、３８
億
１
、１
０
０
万
円
の
増
加
と
な
り
ま

す
。

〔
支
出
の
部
〕人
件
費
は
４０
億
４
、３
０
０
万
円
で

前
年
度
か
ら
２
、６
０
０
万
円
減
少
で
計
上
し
ま
し
た
。

教
育
研
究
経
費
支
出
で
、１２
億
１
０
０
万
円
で
前
年

度
か
ら
５
、０
０
０
万
円
の
減
少
で
計
上
、管
理
経
費

支
出
は
、４
億
８
、３
０
０
万
円
で
１
、６
０
０
万
円

の
減
少
で
計
上
し
ま
し
た
。施
設
設
備
関
係
で
は
、４９

億
３
、５
０
０
万
円
で
大
学
・
短
大
の
土
地
の
取
得
、

校
舎
新
築
工
事
第
２
期
工
事
建
設
費
、女
子
高
校
舎

新
築
工
事
等
を
含
め
、表
２
の
と
お
り
充
実
を
図
り
ま

す
。資
産
運
用
支
出
に
お
い
て
、第
２
号
基
本
金
組
入

れ
に
５
億
円
、第
３
号
基
本
金
引
当
資
産
組
入
れ
に

８
、０
０
０
万
円
を
計
上
、引
当
特
定
資
産
に
９
、

１
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。当
年
度
支
出
合
計

は
、１
１
６
億
４
、０
０
０
万
円
と
な
り
、前
年
度
予

算
に
対
し
て
３７
億
８
、２
０
０
万
円
の
増
加
と
な
り
ま

す
。当
年
度
支
出
合
計
に
次
年
度
繰
越
支
払
資
金
１４

億
４
、７
０
０
万
円
を
加
え
、支
出
の
部
合
計
が

１
３
０
億
８
、８
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

「
消
費
収
支
予
算
」
表
‐
３

〔
消
費
収
入
の
部
〕帰
属
収
入
合
計
が
７０
億
６
、

２
０
０
万
円
で
前
年
度
に
比
較
し
て
５
億
１
、

５
０
０
万
円
減
少
を
見
込
み
ま
し
た
。基
本
金
組
入

額
合
計
に
３８
億
６
、５
０
０
万
円
を
控
除
し
た
消
費

収
入
の
部
合
計
は
３１
億
９
、７
０
０
万
円
で
消
費
支

出
に
充
当
可
能
な
収
入
で
す
。

〔
消
費
支
出
の
部
〕人
件
費
が
４０
億
６
、７
０
０
万

円
で
前
年
度
に
比
較
し
て
３
０
０
万
円
の
減
少
、教
育

研
究
経
費
が
１９
億
３
、０
０
０
万
円
で
前
年
度
に
比

較
し
て
３
、４
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
す
。減
価

償
却
額
は
、８
億
１
、１
０
０
万
円
で
前
年
度
に
比
較

し
て
１
、６
０
０
万
円
増
加
し
ま
す
。消
費
支
出
の
部

合
計
は
、６６
億
２
、０
０
０
万
円
と
な
り
、前
年
度
よ

り
５
億
５
、６
０
０
万
円
減
少
し
ま
す
。

当
年
度
消
費
支
出
超
過
額
は
３４
億
２
、３
０
０
万

円
と
な
り
、こ
れ
に
前
年
度
か
ら
の
繰
越
消
費
支
出
超

過
額
５
億
６
、１
０
０
万
円
を
加
え
基
本
金
取
崩
額

１
、５
０
０
万
円
を
差
し
引
く
と
、翌
年
度
繰
越
消
費

支
出
超
過
額
は
３９
億
６
、８
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

以
上
が
、平
成
２１
年
度
の
予
算
概
要
で
す
が
、ま
す

ま
す
学
生
生
徒
等
の
確
保
が
厳
し
く
な
る
中
で
の
、財

政
基
盤
の
安
定
を
図
る
た
め
に
予
算
執
行
に
当
た
っ
て

は
適
正
且
つ
厳
正
に
努
め
ま
す
。

消費収入の部

増 減（△）
△１９８，７２０
△６，９３０
△１，３７０
△５０，４９０
△１３２，５００
△７４，０００
２９，２４０
△８０，４９０
△５１５，２６０
△２，６９９，０３０
△３，２１４，２９０

前年度予算額
５，４１２，１００
１６４，９５０
１９，６５０

１，２２９，１５０
２６７，８４０
７４，０００
２０９，７８０
２００，３５０
７，５７７，８２０
△１，１６６，１９０
６，４１１，６３０

２１年度予算額
５，２１３，３８０
１５８，０２０
１８，２８０

１，１７８，６６０
１３５，３４０

０
２３９，０２０
１１９，８６０
７，０６２，５６０
△３，８６５，２２０
３，１９７，３４０

科 目
学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
補 助 金
資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 差 額
事 業 収 入
雑 収 入
帰 属 収 入 合 計
基 本 金 組 入 額 合 計
消 費 収 入 の 部 合 計

平成２１年度 消費収支予算書
平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで

表‐３平成２１年度 消費収支予算書の内訳

消費支出の部

増 減（△）
△３，４４０

（△６２，７５０）
△３４，４８０
（１６，０５０）
△１６，３７０
（０）
５，８４０

△５０７，７８０
０

△５５６，２３０

前年度予算額
４，０７１，２００
（１５９，６２０）
１，９６５，３６０
（７１３，４６０）
５８２，２６０
（８２，１７０）
２６，０００
５１３，４７０
１８，５００

７，１７６，７９０
７６５，１６０
１８３，３００

２０，４３０
５６１，４３０

２１年度予算額
４，０６７，７６０
（９６，８７０）
１，９３０，８８０
（７２９，５１０）
５６５，８９０
（８２，１７０）
３１，８４０
５，６９０
１８，５００

６，６２０，５６０
３，４２３，２２０

５６１，４３０
１５，７３０

３，９６８，９２０

科 目
人 件 費
（退職給与引当金繰入額）
教 育 研 究 経 費
（ 減 価 償 却 額 ）
管 理 経 費
（ 減 価 償 却 額 ）
借 入 金 等 利 息
資 産 処 分 差 額
〔 予 備 費 〕
消 費 支 出 の 部 合 計
当年度消費支出超過額
前年度繰越消費収入超過額
前年度繰越消費支出超過額
基 本 金 取 崩 額
翌年度繰越消費支出超過額

（単位／千円）

（単位／千円）

平成21年度 予算

＜消費収入の部＞

＜消費支出の部＞

72
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●公開講座の各コース開催日には、学内に託児所（ベビーシッター会社への委託）を設けております。
利用を希望される方は、直接下記の委託先へお電話にてお問い合わせください。�

なお、不測の事故に対応するため委託先が保険に加入いたしており、保険適用範囲以内では補償され
ますが、大学当局は事故の責任を負わないことを申し添えます。�

テノ.コーポレーション ※（社）全国ベビーシッター協会正会員�
〒812-0035 福岡市博多区中呉服町1-26　TEL.092-263-8040�
8月18日（火）～各コース開催日の3日前まで（※開催日当日の申込不可）�
無　料　　●受付時間  9：00～18：00（日・祝日は休み）�

●�
　�
●�
●�

委 託 先 �
　�
申込期限�
利 用 料 �

Aコース　8月18日（火）～  9月24日（木）�
Bコース　8月18日（火）～10月  7日（水）�
Cコース　8月18日（火）～10月21日（水）�

お申し込み期間�●『官製はがき』または『Eメール』にて、郵便
番号、住所、氏名、電話番号、受講希望コース
を明記のうえ、右記の期間にお申し込みくだ
さい。�

●定員になり次第、締め切らせていただきます。�●受講料は無料です。�

※受講申込者からご提供いただく個人情報は、受講票の発送、今後の公開講座開催に関する情報のご案内、公開講座の改善を目的とした統
　計資料を作成するためにのみ使用いたします。�

Aコースは講座①・②のうち受講する講座番号を明記してください。�※電話・FAXでの申し込み受付はいたしておりません。�

●お申し込み方法について� ●託児所のご利用について�

講  師�

10月3日�

●13：10～14：30（80分） 音楽館２階多目的ホール�

短期大学部幼児保育学科�

（児童福祉・社会教育）�講　師 圓入　智仁�

みんなで考える�
父親と育児�

●13：00～13：10（10分） 音楽館２階多目的ホール�

学　長 藤本　淳�

講  師�

●15：00～16：30（90分）体育館 メインフロアー�

人間発達学部�

（運動学・発育発達）�教　授 古賀　範雄�

親子で楽しむ�
運動遊び�

土�

開 講 式�大学側挨拶�

（会計学）�

講  師�

●14：45～16：15（90分）西4号館5階 4505講義室�

流通科学部　�

（学校保健・保健科学）�講　師 音成　陽子�

美しい姿勢と歩行�
～運動も見た目が大切～�

講  師�

●13：00～14：30（90分）西4号館5階 4505講義室�

短期大学部キャリア開発学科�

准教授 日野　修造�

映画・音楽・出版業界の�
儲けから�

会計の仕組みを知る�A
コ
ー
ス
は
①
・
②
の
う
ち
、ど
ち
ら
を
受
講
す
る
か
選
択
で
き
ま
す
�

人間発達学部・幼児保育学科�

育児を�
楽しもう�

1

1

2

10月17日� 定員/50名�土�
定員/各60名�

（食品衛生学・薬物代謝学）�

講  師�

●14：45～16：15（90分） 西2号館4階2405講義室�

短期大学部食物栄養学科�

（� ）�調理学・調理学実習・�
フードコーディネイト論�教　授 松隈　紀生�

食を通じて�
環境問題を考える�

講  師�

●13：00～14：30（90分） 西2号館4階2405講義室�

栄養科学部�

教　授 古賀　信幸�

食品を汚染する有害物質�

流通科学部・キャリア開発学科�

スポーツや文化から�
学ぶ生活の知恵�

10月31日� 定員/100名�土�

栄養科学部・食物栄養学科�
�揺れる�

食の世界Ⅱ�

親子参加可�2 親子30組�

A
コース�

B
コース�

C
コース�

〒814-0198 福岡市城南区別府5丁目7番1号  TEL.（092）851-2531（代）�
●Eメール koukai36@nakamura-u.ac.jp�
●ホームページ　http://www.nakamura-u.ac.jp/

●お申し込み・お問い合わせ先�

学事課「公開講座」係�

■平成２１年度後援会 地区連絡会のお知らせ
今年も在学生の保護者を対象として、本学を含め九州内の８地区で開

催いたします。

連絡会では各学部・学科の教員はじめ担当職員が各地区へ出向き、本

学の教育研究の近況報告と就職状況に関する全般的説明のほか、在学生

の学修関係・学生生活・就職等に関するブースを設け、さまざまな相談

に応じます。また希望者には、教員による個人面談が行われます。この

機会に多くの保護者の皆様にご参加いただき、積極的に大学教職員や保

護者の皆様同士で情報交換を行っていただければ幸いです。詳細につき

ましては、本学・総務課までお問い合わせください。

TEL０９２‐８５１‐２５５９（直通）

平
成
２１
年
度
【
第
３６
回
】

公
開
講
座

統
一
テ
ー
マ

「
生
活
の
知
恵
を
育
む
」

内 容 等

◆受付開始 （受付終了は１５：００）

◆DVD上映 学園祖中村ハルの生涯「原点。」

◆全体会
◆就職に関する連絡会

◆個別面談（希望者のみ）１人１０分程度
※面談の待ち時間
（学修関係や学生生活、就職等の相談コーナーにて対応）
※面談終了後は流れ解散

◆栄養科学部保護者対象説明会
「管理栄養士国家試験の現状と今後の対策について」
終了後、個別面談

時 間

１２：３０～

１２：４５～１３：００

１３：００～１４：３０

１４：３０～１６：３０

１４：３０～１５：３０

会 場

ブルーウェーブイン小倉 TEL０９３‐５３１‐４０００

長崎ワシントンホテル TEL０９５‐８２８‐１２１１

マリトピア TEL０９５２‐２３‐０１１１

ブルーウェーブイン鹿児島 TEL０９９‐２２４‐３２１１

アークホテル熊本 TEL０９６‐３５１‐２２２２

大分第一ホテル TEL０９７‐５３６‐１３８８

エムアールティ・ミック TEL０９８５‐２２‐１１１１

西２号館４階 大講義室（２４０５）
TEL０９２‐８５１‐２５５９（直通）

地 区

北九州

長 崎

佐 賀

鹿児島

熊 本

大 分

宮 崎

福岡（本学）

開催日

９月２６日�

９月２７日�

１０月３日�

72

【会 次 第】【開催日及び会場】
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and中村学園のホットな情報をお届けします！�

平
成
２１
年
５
月
１５
日
、
本
学
体
育
館
に
て
、
学
校
法

人
中
村
学
園
の
創
立
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
ま
ず
、
学
園
祖
中
村
ハ
ル
の
生
涯
を
つ
づ
っ

た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ
た
後
、
中
村
量
一
学
園
長
か
ら

講
話
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
講
話
で
は
中
村
ハ
ル
先
生
の

思
い
出
や
、
建
学
の
精
神
等
に
つ
い
て
ふ
れ
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
、
Ｇ
Ｐ
Ａ
優
秀
学
生
（
※
）
の
表
彰
も
行
わ
れ
、

対
象
学
生
に
は
藤
本
淳
学
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

※
Ｇ
Ｐ
Ａ
…
本
学
は
、
学
業
成
績
に
Ｇ
Ｐ
（
グ
レ
イ

ド
・
ポ
イ
ン
ト
）
制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
学
生
の

成
績
は
、（
秀
）・
優
・
良
・
可
・
不
可
と
し
て
評
価

さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
評
価
を
優
（
特
優
（
秀
）
４
点
・

優
３
点
）・
良
２
点
・
可
１
点
・
不
可
０
点
に
点
数

化
し
て
Ｇ
Ｐ
と
し
、
各
履
修
登
録
科
目
の
Ｇ
Ｐ
に
そ

れ
ぞ
れ
の
科
目
の
単
位
数
を
乗
じ
た
値
の
合
計
を
、

全
履
修
登
録
科
目
の
合
計
単
位
数
で
除
し
て
Ｇ
Ｐ
Ａ

（
グ
レ
イ
ド
・
ポ
イ
ン
ト
・
ア
ベ
レ
イ
ジ
）
を
算
出

し
ま
す
。
こ
の
数
値
で
、
１
単
位
当
た
り
ど
れ
だ
け

高
い
学
習
効
果
を
あ
げ
た
か
が
評
価
で
き
ま
す
。

平
成
２１
年
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
新

入
生
の
宿
泊
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修

は
各
学
科
単
位
で
１
泊
２
泊
に
て
行
わ
れ
、

研
修
場
所
に
は
本
学
の
施
設
�
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
ほ
く
さ
ん
�（
佐
賀
市
富
士
町
北
山
湖

畔
）
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
各
学
科
の
教
学

内
容
と
絡
め
た
研
修
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行

わ
れ
、
ま
た
、
仲
間
と
寝
食
を
共
に
し
語
り

合
う
こ
と
で
、
互
い
の
新
た
な
一
面
を
発
見

す
る
な
ど
、
学
生
た
ち
の
成
長
の
場
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

第
２３
回
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
（
平
成
２１

年
３
月
２２
日
実
施
）
の
合
格
者
が
、
平
成
２１

年
５
月
８
日
、
厚
生
労
働
省
よ
り
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
本
学
栄
養
科
学
部
で
は
、
平
成
２０

年
度
卒
業
生
２
２
０
名
が
受
験
し
、
そ
の
う

ち
１
６
５
名
が
合
格
、
合
格
率
７５
・
０
％
と

い
う
結
果
で
し
た
。

な
お
、栄
養
士
養
成
施
設
卒
業
生（
既
卒
）

を
含
む
全
受
験
者
（
２
２
、０
７
３
名
）
の

試
験
結
果
は
、
合
格
者
数
６
、８
７
８
名
、

合
格
率
２９
・
０
％
で
し
た
。

平
成
２１
年
５
月
１５
日
、
西
２
号
館
・
食
育

館
に
お
い
て
、
留
学
生
新
入
生
歓
迎
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

藤
本
学
長
が
新
入
生
に
歓
迎
の
辞
を
述
べ

た
後
、
中
村
理
事
長
の
乾
杯
の
発
声
を
皮
切

り
に
、
留
学
生
と
教
職
員
が
歓
談
、

交
流
を
深
め
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
４
月
か
ら
大
学
院
・
大
学
に

入
学
し
た
新
入
生
が
そ
れ
ぞ
れ
自

己
紹
介
を
行
い
、
会
場
は
歓
迎
の

ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

中
村
学
園
大
学
で
は
今
年
の
新

入
生
２９
名
を
含
め
、
中
国
、
台
湾
、

韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
か
ら
の
留

学
生
７９
名
が
学
ん
で
い
ま
す
。

本
学
の
学
生
食
堂
「
食
育
館
」
の
一
角
に
、

魚
の
剥
製
標
本
を
展
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

短
期
大
学
部
食
物
栄
養
学
科
の
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、
作
成
・
設
置

し
た
も
の
で
す
。

展
示
し
て
い
る
標
本
は
、
キ
ン
キ
・
マ
ダ

イ
・
ア
ラ
カ
ブ
・
カ
マ

ス
・
カ
ナ
ト
フ
グ
の
５

種
で
す
。
学
生
に
対
す

る
食
育
の
啓
発
を
推
進

し
、
食
材
に
関
す
る
知

識
の
高
揚
を
目
的
に
展

示
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
季
節
の
移
り

変
わ
り
に
応
じ
て
、
旬

の
魚
を
紹
介
し
て
い
く

予
定
で
す
。

管理栄養士国家試験
合格状況

学校法人中村学園 創立記念式典 挙行

新入生宿泊研修

留学生 新入生歓迎会食育館に魚の剥製標本を
展示しました

「短期大学部 幼児保育学科の宿泊研修」の様子

72
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and

石田 梅男 教授

波平 元辰 教授

平
成
２１
年
６
月
４
日
、
本
学
・
中
央
本
館
大
会
議
室

に
お
い
て
、
名
誉
教
授
称
号
記
の
授
与
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
、
名
誉
教
授
の
称
号
記
が
授
与
さ
れ
た
の
は
、

波
平
元
辰
教
授
と
石
田
梅
男
教
授
で
す
。
両
教
授
は
長

き
に
わ
た
り
本
学
の
教
育
・
研
究
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、

数
々
の
役
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
功
績
が

高
く
評
価
さ
れ
、
名
誉
教
授
称
号
記
授
与
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

本
学
の
教
職
員
が
一
堂
に
会
す
る
中
、
中
村
理
事
長

よ
り
波
平
教
授
と
石
田
教
授
に
「
称
号
記
」
が
授
与
さ

れ
る
と
、
会
場
は
拍
手
喝
采
。
両
教
授
の
晴
れ
舞
台
を

皆
で
お
祝
い
し
ま
し
た
。

太
田
英
明
教
授
（
大
学
栄
養
科
学
部
）
が
、

�
日
本
農
芸
化
学
会
２
０
０
９
年
度
大
会
（
平

成
２１
年
３
月
２７
―
３０
日
、
福
岡
国
際
会
場
）
に

お
い
て
、B
iosci.

B
iotech.

B
iochem

.

論
文

賞
（M
ost-C

ited
P
aper

A
w
ard

）
を
受
賞
し

ま
し
た
。
受
賞
対
象
論
文
「F

lavonoid
C
om
-

position
of
F
ruit
T
issue

and
C
itrus

S
pe-

cies

」
は
か
ん
き
つ
類
の
機
能
性
成
分
に
関
す

る
研
究
の
一
環
と
し
て
、か
ん
き
つ
の
品
種
と
フ
ラ

ボ
ノ
イ
ド
成
分
と
の
関
連
を
系
統
的
に

分
析
・
解
析
し
た
論
文
で
、平
成
１８
年
１

月
同
誌
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。過
去
３
年

間
で
最
も
引
用
さ
れ
た
基
盤
的
研
究
論

文
と
し
て
評
価
を
受
け
た
も
の
で
す
。

研究助成・受託研究等採択状況
肥満における乳癌・
大腸癌の発症機序の研究
―制がん標的としての
発がんシグナルの解析―

研究者
中野 修治 教授（大学・栄養科学部）

共同研究者
森山 耕成 教授、宮崎 瞳 助教、小野 美咲 助手

助成団体 日本私立学校振興・共済事業団

助成金名称 平成２１年度学術研究振興資金

助成金額 ３２０万円

共役リノール酸（CLA）
強化食品（パン類・菓子類）の
製造に関する研究

研究者 古賀 民穂 教授

（短期大学部・食物栄養学科）

共同研究者 太田 英明 教授

（大学・栄養科学部）

助成団体 財団法人旗影会

助成金名称 研究助成金（一般助成）

助成金額 １００万円

共役リノール酸（CLA）はリノール酸の位置および幾何異性体で、

リノール酸にはない体蛋白質増加、体脂肪減少、抗癌、抗動脈硬化、

抗アレルギーなど、多くの生理効果が報告されている、注目の機能

性食品成分である。CLAは反芻動物の肉や乳製品に比較的多く含

まれるが、一般の食品の脂肪中には微量しか存在しない。日本人の

食事からの一日の摂取量は私が行った２００１年の国民栄養調査をもと

にしたモデル献立の分析値、０．１３�／人／日で、また、CLAリッ
チ献立においても０．３２�／人／日と大変に少ない。CLAの生理効
果は約３�／人／日で発現すると報告され、通常の食事からは有効
量を十分に摂取できない。食品からのCLA摂取が強く望まれてい

るので、CLA強化小麦粉製品（パン・菓子類）の製造開発を試みる。

環境保全型食料の生産と
流通の研究

研究者 甲斐 諭 教授

（大学・流通科学部 流通科学研究所長）

助成団体 南国興産株式会社

助成金名称 研究助成寄付金

助成金額 １００万円

南国興産株式会社は、環境保全型の食料の生産と流通を行ってい

る優良企業である。南九州に集中的に飼養されているブロイラーの

糞を用いて発電を行い、自社工場で電力を利用するとともに九州電

力に売電も行っている。また、鶏糞をペレットにして施設園芸にお

ける石油の代替エネルギーとするなど同社は環境保全型経営で顕著

な実績を収めている。

今般、同社はさらに一段と高度化した環境保全型の食料の生産と

流通の課題を解明するために、流通科学研究所に研究資金を寄付さ

れた。この資金を活用して環境保全型技術の評価と環境保全型食料

の有利販売の課題解明を行う計画である。

アジアの食の安全と安心の課題

研究者 甲斐 諭 教授

（大学・流通科学部 流通科学研究所長）

助成団体 九州機販株式会社

助成金名称 研究助成寄付金

助成金額 ３０万円

九州機販株式会社は、アジアにおいて各種の機械の製造販売を

行っている地元優良企業である。特に、韓国と中国において安全な

食料の生産と流通を担保する冷蔵庫などの製造販売の実績があり、

NHKで放映されるなど、その活動は業界で高く評価されている。

今般、同社はさらに一段と高度化した安全、安心できる効率的な

機械の開発と販売のための課題を解明するために、流通科学研究所

に研究資金を寄付された。この資金を活用してアジアの食の安全と

安心を担保する機械の開発と販売の課題解明を行う計画である。

Biosci. Biotech.
Biochem. 論文賞

名誉教授称号記授与式
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中野修治 教授

古賀民穂 教授

甲斐 諭 教授

太田英明 教授
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中村学園のホットな情報をお届けします！�

採用人事（平成２１年７月１日付）

管財課係長 小野田 誠明

研究代表者 太田 英明 教授（大学・栄養科学部）

研究課題名 嗜好によるストレス緩和の検証

平成２１年度交付額 １１７万円

研究代表者 田村 知子 講師（大学・栄養科学部）

研究課題名 学校にカリキュラムマネジメントを
定着・促進させる教員研修の開発

平成２１年度交付額 １４３万円

研究代表者 中野 裕史 准教授（大学・人間発達学部）

研究課題名 定期的な運動が発達障害の症状を緩
和する際の分子メカニズムの解明

平成２１年度交付額 ３１２万円

研究代表者 秋本 昌士 講師（大学・流通科学部）

研究課題名 成熟市場における新規参入ブランド
の属性削減および属性価値低減の効
果

平成２１年度交付額 １０４万円

研究代表者 中村 志保 講師（大学・流通科学部）

研究課題名 日系海外子会社における国際人材に
関する研究－本社の人的資源管理施
策の視点より－

平成２１年度交付額 １０４万円

研究代表者 圓入 智仁 講師（短大・幼児保育学科）

研究課題名 第二次世界大戦前における日本とタ
イの子どもの交流に関する研究

平成２１年度交付額 １３０万円

教員の出版物

「就職に役立つ

マーケティング」
片山 富弘 編著

大学・流通科学部・教授
（一灯館 平成２１年３月）

「１からの

マーケティング」
明神 実枝 共著

大学・流通科学部・講師
（中央経済社／硯学舎 平成２１年３月）

「日本と中国の

現代企業経営」
山田 啓一 編著

大学・流通科学部・教授
（八千代出版 平成２１年４月）

「顧客満足対応の

マーケティング戦略」
片山 富弘 単著

大学・流通科学部・教授
（五絃舎 平成２１年５月）

「新 現代保育原理」

那須 信樹 共著

短期大学部・幼児保育学科・准教授
（建帛社 平成２１年５月）

「軽度発達障害のための

心理劇」
吉川 昌子 共著

短期大学部・幼児保育学科・准教授
（九州大学出版会 平成２１年５月）

「一時保護所の

子どもと支援」
圓入 智仁 共著

短期大学部・幼児保育学科・講師
（明石書店 平成２１年５月）

「英語で楽しむ

福岡の郷土料理」
松隈 紀生 短期大学部・食物栄養学科・教授
津田 晶子 短期大学部・食物栄養学科・講師
トーマス・ケイトン 短期大学部・キャリア開発学科・講師 共著

（海鳥社 平成２１年６月）

平成２１年度
科学研究費補助金交付決定
文部科学省及び独立行政法人日本学術振興会から交付される平成２１年度

科学研究費補助対象研究が、次のとおり決定しました（平成２０年度から

の継続分は除く）。なお、交付決定件数は、新規６件・継続８件の計１４

件でした。

◎基盤研究�

◎若手研究�

教職員の動き

著者は、本学教員のみ記載、（ ）内は出版社、発行年月

72

18



セ
ロ
リ
�

7
2

広報誌セロリの定期購読について
定期購読をご希望の場合は、購読料（２年分）として郵便小為替１，２００円分と、郵便番号・住所・氏名・電話番号を

書いた紙片を同封の上、学事課宛にお送りください。なお、広報誌の発行は、年４回（４・７・１０・１月）となります。
※保護者の方には毎号送付しています。
［申込み先］
〒８１４－０１９８福岡市城南区別府５－７－１
中村学園大学 学事課「広報誌定期購読申込」係

編
集
◎
中
村
学
園
大
学
・
中
村
学
園
大
学
短
期
大
学
部
学
事
課

〒
８１４‐０１９８

福
岡
市
城
南
区
別
府
５‐７‐１

T
E
L．０９２‐８５１‐２５３１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
◎
http://w

w
w
.nakam

ura-u.ac.jp／
発
行
日
◎
平
成
２１
年
７
月
３１
日


